
ICT OPEN CLASS
@es-abeno
R1.11.1 (FRI)



参観者の皆さまへ 
  

本日は、本校の公開授業にお越しいただき、ありがとうございます。 

  

 参観にあたって、次の点にご留意ください。 

 

１．授業も含めて、校内の写真撮影・ビデオ撮影は、次の点、お守りいただくことを前提に許可し

ます。 

 ○ 子どもの顔は、なるべく撮らないこと。 

 ○ フラッシュは使用しないこと。 

 ○ 撮影した写真や動画は、個人または、所属する機関での研究目的にのみ使用すること。 

 ○ 子どもや教職員が特定できる写真や動画を、ネット上にアップしないこと（これについては、

いかなる理由があっても許可できません）。 

 ○ 授業風景を動画配信サイトなどにアップしないこと（教室内の作品についても、個人が特定

される原因となりますので、同じ扱いとさせていただきます）。 

※ 撮影された被写体に係る肖像権に関しては、本人並び本校に属しております。注意事項に

反し、または非社会的な目的に利用された場合は、法的な手段により取り下げを要求します。 

 

２．授業中にむやみに子どもに接近するなど、子どもの注意力を阻害するような行動はお控えくだ

さい。 

 

３．教室入口付近に固まらず、奥にお進みください。 

 

４．携帯電話、スマートフォンはマナーモードにしてください。 

 また、「Bluetooth」「Wi-Fi」機能をオフにしてください。 

 

５．授業中、ICT 機器などが動作不良になった場合、指導者の判断で使用を中止し、授業をすすめ

る等もありますので、ご理解ください。 

 

６．休み時間等には、子ども達の動線にお心遣いください。 



 令和元年１１月１日 
 
 

令和元年度 大阪市教育委員会「学校教育ＩＣＴ活用事業」拠点校 

大阪市立阿倍野小学校  第２回ＩＣＴ公開授業 
 

 
 

 

 

 

【時 程】 

13:10  13:30      13:45   13:50          14:35  14:50                    15:35  15:50                        17:00 

        

 

全体会 1(講堂) 

 

公開授業（各会場） 
 

公開授業（各会場）  全体会２(講堂) 

本日の授業 

ICT 活用の

ポイント 

１年２組 ４年１組 【分科会】 
ブースセッション 

２年１組 ５年１組 

3 年 2 組 
(音 楽 室) 

６年１組 【指導講評】 

【パネルディスカッション】 

堀田 博史 先生 
（園田学園女子大学教授） 

1 年なかよし学級 
(プレイルーム) 

４年なかよし学級 
(プレイルーム) 

【会場図】 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正 門  

校内では、スリッパに 

お履き替えください。 

講堂前と多目的室前の 

靴箱 をご利用

ください。 

ともに学び、自ら学び、学びを深める子どもの育成 
 

南 

館 
 

西 館 

 

北 

館 
 

２ 階 

「１年 算数科」 
１－２公開授業 

 

 

講 堂 
 

３ 階 

「５年 社会科」 
５－１公開授業 

１ 階 

講 堂 
 

「受 付」 
「全体会」 

移 
 

動 

受 
 

付 

移 

動 

・ 

休 

憩 
移 

動 

・ 

休 

憩 

２ 階 

「２年 国語科」 
２－１公開授業 

３ 階 

「3 年 音楽科」 
３－２公開授業 

２ 階 

「４年 算数科」 
４－１公開授業 

２ 階 

プレイルーム 
「生活単元」 

１年なかよし学級 
 

「国語科・算数科」 
４年なかよし学級 

 
公開授業 

３ 階 

「６年 算数科」 
６－１公開授業 
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ようこそ 阿倍野小学校ＩＣＴ公開授業へ 
 

季秋の候、貴職におかれましては、ますますご清栄のこととお慶び申しあげます。平素は、本校の教

育活動に何かとご理解・ご指導を賜り、厚くお礼申しあげます。さて、本校では、｢ともに学び、自ら

学び、学びを深める子どもの育成」を研究主題に、ICT 機器を活用した教育活動の実践に取り組んでお

ります。 

 本日、今年度第２回公開授業（通算 1８回目）を開催しましたところ、ご参会いただきありがとうご

ざいました。ここに謹んでお礼申しあげます。ＩＣＴ活用と指導の更なる充実を図るべく、皆様からご

教示いただいたことを生かしまして、さらに研究を積み重ねていく所存でございます。何卒ご支援を賜

りますようお願い申しあげます。 

大阪市立阿倍野小学校長   吉田 恵美子 

【受  付】（13:10～  於：講堂） 

【全体会１】（13:30～13:45  於：講堂）「本日の公開授業 ＩＣＴ活用のポイント紹介」 

【公開授業】5 限（13:50～14:35 於：各会場）      主な活用機器…電子黒板、タブレット端末 

学年・組 場所 教科等 単元・内容 授 業 者 活用コンテンツ等 

１年２組 

教 室 
算数科 

みちすじを かんがえよう 

【プログラミング学習】 
山田 美沙 

TrueTrue🄬 

iPad 

２年１組 
教 室 

国語科 おもちゃ教室をひらこう 
木村 恭子 
見市 将太 

SKYMENU Class（発表ノート） 

３年２組 
音楽室 

音楽科 
せんりつの とくちょうを 

感じ取ろう 
福村喜久代 
櫻井 里絵 

NHK for School【おんがくブラボー】 

‘せんりつづくり’は こわくない！ 

SKYMENU Class（発表ノート） 

１年なかよし学級 
プレイルーム 

生活単元 ことば・かず 
米倉 恵夢 
二宮 朗子 

SKYMENU Class（発表ノート） 

【公開授業】６限（14:50～15:35 於：各会場）      主な活用機器…電子黒板、タブレット端末 
学年・組 場所 教科等 単元・内容 授 業 者 活用コンテンツ等 

４年１組 
教 室 

算数科 およその数の表し方を考えよう 
山本 淳子 
木村 拓也 

NHK for School【算数刑事ゼロ】 

「四捨五入」の心理トリックに気をつけろ～がい数～ 

SKYMENU Class（発表ノート） 

５年１組 
教 室 

社会科 自動車づくりにはげむ人々 
山田 真衣 
二宮 朗子 

SKYMENU Class（発表ノート） 

６年１組 
教 室 

算数科 
比例と反比例 

【プログラミング学習】 
別所 英文 

Scratch Desktop 

SKYMENU Class（発表ノート） 

4 年なかよし学級 
プレイルーム 

国語科 
算数科 

漢字や計算にチャレンジ！ 
須田 帆南 
櫻井 里絵 

SKYMENU Class（発表ノート） 

【全体会２】（15:50～17:00 於：講堂) 

【分科会】ブースセッション 

【指導助言】【パネルディスカッション】 

講師 園田学園女子大学教授 堀田 博史 先生 
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（阿倍野小学校 ＩＣＴ公開授業） 
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研 究 の 概 要 

≪研究主題≫ 

 

 

 

 

本校では、これまでに子どもたちの主体的な学びを育むため、単元構成や授業の学習過程に

おいて問題解決的な学習を取り入れてきました。また、問題解決のために、協働的な学びの場

を多く設定し、思考を可視化させ、比較、検討することを通して、コミュニケーション能力も

育てながら、さらなる思考の深化を目指してきました。その際に、ＩＣＴを有効なツールとし

て活用し、教科の特性や「どの段階」で「どんな力」をつけさせたいかを考え、子どもたちの

活動がより有意義なものになるように研究を進めてきました。 

 次期学習指導要領では、「主体的・対話的で深い学び」（アクティブラーニング）がキーワー

ドとして取り上げられています。これを、本校では、学習のプロセスの中に問題解決的な学習

やグループディスカッション、ディベート、グループワークなどの方法で協働的な学びを取り

入れ（対話的）、その学びの中で、考えの比較や知識の関連づけ、情報の収集・整理・発信など、

思考・判断・表現の活動を明確に行い、個々の思考を深化させ（深い学び）、その上で、学習課

題に対して粘り強く取り組み、課題達成を目指すことができる（主体的）子どもを育成するこ

とだと捉えています。そして、これらの学習活動を行うことで、最終的に一人一人の学びを確

かなものにすることができると考え、本主題を設定し研究を進めています。 

 また、今回の答申では「言語能力」、「情報活用能力」、「問題発見・解決能力」を「学習の基

盤となる資質・能力」とし、教科横断的に育成することについても掲げられています。しかし、

これまでの研究で、本校が主体に置く協働的な学びの中の話合い活動では、その学年までにつ

けておくべき「話す・聞く」の力が育っていないと話合いが充実したものにならないこと、子

どもたちが問題を主体的に追究していくためには、課題設定の工夫が不可欠であること、学習

過程を改善するためにインターネットや動画などから必要な情報を読み解く力が必要なことが

課題として挙がりました。そこで、「学習の基盤となる資質・能力」の 3 つの力を育成していく

ために次の 6 つの視点を設定しました。 

 

ともに学び、自ら学び、学びを深める子どもの育成 

～学習の基盤となる資質・能力を高める学習の構築～  
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 思考力・判断力・表現力の育成  

 子どもたちの話合いの枠組みとなる「見方・考え方」を指導者が明確にもち、それを発問の

中で示すことによって問題解決に向けて質の高い話合いができるようにする。その際、「思考の

方法」（何を使って、どのように高めていくのか等）や「表現の方法」（話し合ったことを誰に、

どのように伝えるのか等）も明確に示すようにする。 

 

 情報活用能力の育成  

 昨年度に作成した「情報活用能力系統表」に沿って授業実践を行い、各教科・領域の中で、

正しく必要な情報を読み解く力やそれらを活用する力を養うことによって、問題発見から解決

に至る学習過程の中で応用できるようにする。 

 

 効果的な ICT 活用  

 これまでに本校が進めてきた、「思考の可視化」・「思考の伝達」・「思考の比較」の場面での ICT

の活用を引き続き行い、その力を更に培っていく。また、学習スタイルによって、子どもたち

自身が ICT 活用の型を選択したり、学習の中で得たことをふり返りで再度活用したりすること

ができるようにする。 

 

 主体的な学びのための探求的な課題設定  

 動画や図、グラフを活用して子どもたちとともに課題を設定したり、学習したことを総合的

に活用できるパフォーマンス課題を設定したりして、子どもたちが学習に対して、「やってみた

い」、「解いてみたい」と意欲を高め、さらに、単元を通して学習意欲や目的意識を持続させる

ことができるようにする。 

 

 学習活動の基盤となる言語能力の育成  

 国語科の〔思考力・判断力・表現力等〕の「Ａ 話すこと・聞くこと」に焦点をあて、主に、

国語科説明文教材の学習内容を習得・活用・探究していく過程で、「話題の設定」や「内容・構

成の検討」、「表現」、「共有」、「精査・解釈」などの活動を行いながら言語活動の質を高めてい

けるようにする。また、他の教科・領域の学習においても、それらの学習活動を活用できるよ

うにする。さらに、各学年の学習内容を活かして対話できるようにするために、「話す・聞く」

力に関する系統性を意識して指導に取り組む。 

 

 NHK for School の活用  

 NHK for School の番組やクリップの特性を生かして、課題設定や学習計画づくりに活用した

り、児童の思考を揺さぶったり、知識を養ったりするなど、指導者が目的を持って学習過程の

改善をすすめる。その学習過程の中で、動画の中の多くの情報から必要な情報を正しく読み取

る力を育てられるようにする。 
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≪研究の視点 【協働的な学びを通して、個の学びを確かにする】≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

思考力・判断力・表現力の育成 

〇 話し合いの基となる各教科等における「見方・考え方」

の明確化 

〇 思考ツールの活用 

〇 相手意識・目的意識を持った表現力の向上 

効果的な ICT 活用 

〇 思考の可視化、伝達、比較での

活用 

〇 学習活動の選択 

・調べ学習型・まとめ型 

・プレゼンテーション型 

〇 学習データの蓄積、振り返りで

の活用 

〇 教員の ICT 活用・指導力の向上 

・「ツール」として活用するため

の知識や技能の向上 

・各アプリの特性の理解 

情報活用能力の育成 

〇 問題発見・解決の学習過程の

確立 

「課題設定→情報の収集→ 

分析・整理→まとめ・表現」 

〇 系統表に沿った実践 

・プログラミング学習 

・キーボード入力 等 

〇 メディア・リテラシーの育成 

主体的な学びのための 

探究的な課題設定 

〇 パフォーマンス課題の工夫 

〇 動画や図、グラフの活用 

学習活動の基盤となる 

言語能力の育成 

〇 国語科説明文教材における習得、

活用、探究の過程の深化 

〇 「話す・聞く」についての系統の

明確化 

NHK for School の

活用 

〇 学習場面や方法 

に沿った活用 

・ゆさぶり型 

・モデル型 

・知識型 

6



 

≪本校研究イメージ図≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪研究組織≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個  

知識 

ICT
の
活
用 

研究部 研究推進委員会 研究全体会

1学年部会

2学年部会

3学年部会

4学年部会

5学年部会

6学年部会

特別支援学級部会

個 

思
考
力
・
判
断
力
・

表
現
力 

情報活用能力 

学習課題の設定 

まとめ 

思考の場の設定 

協働的な学び 

評価の工夫 
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（阿倍野小学校 ＩＣＴ公開授業） 
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１ 学年・組   第１学年２組 ３７名 

２ 場  所   １年２組教室 

３ 単 元 名   「みちすじをかんがえよう」 

４ 目  標    

  ○ 上下・前後・左右などの方向を表す言葉と進む数を組み合わせて、考えた道筋を説明するこ

とができる。 

○ ものごとに手順があることに気付き、ペアで協力して最後までやり遂げようとすることがで

きる。 

５ 単元の評価規準 

 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力・人間性等 

算
数
科 

進む数と上下・前後・左右

などの方向を表す言葉の意味

を理解して正しく用い、道筋

を言い表すことができる。 

基準点から進む数と方向を

定めて、決められた道筋を表

すことができる。 

２つの要素を用いると位置

が表せることのよさに気づ

き、日常生活に生かそうとす

る。 

プ
ロ
グ
ラ 

ミ
ン
グ 

 ものごとに手順があること

に気付くことができる。 

目的を意識して、最後まで

やり遂げようとする態度を養

う。 

（出典）：プログラミングで育成する資質・能力の評価規準（㈱ベネッセコーポレーション）

（http://benes.se/keyc）（2019年 10月 9日にアクセス） 

６ 指導計画（全３時間） 

次 時 主 な 学 習 活 動 活動のポイント 

１ 

１ 

・外国人観光客に、街を案内するため、道筋

通りにロボットを動かす。 

・簡単な道筋を提示することで、基本的な True 

True の操作方法を理解できるようにする。 

・並べたカード（写真）を iPad に記録すること

で、思考の流れを振り返ることができるように

する。 

２ 
・来校者に校内を案内する道筋をペアで考え

て話し合い、道筋通りにロボットを動かす。 

・ロボットが動ける範囲に制限を設けることで、

ペアとの話し合いが活発になるようにする。 

・掲示物で前時の既習事項を確認できるようにす

ることで、話し合いがスムーズに行えるように

する。 

・並べたカード（写真）を iPad に記録すること

で、思考の流れを振り返ることができるように

する。 

・ロボットの動き（動画）を iPad に記録するこ

とで、学級全体で道筋を共有できるようにす

る。 

３
（
本
時
） 

・見守り隊の人たちに手紙を届ける道筋をペ

アで考えて話し合い、道筋通りにロボット

を動かす。 

・ロボットが動ける範囲に制限や条件を設けるこ

とで、ペアとの話し合いが活発になるようにす

る。 

・並べたカード（写真）を iPad に記録すること

で、思考の流れを振り返ることができるように

する。 

・ロボットの動き（動画）を iPad に記録するこ

とで、学級全体で道筋を共有できるようにす

る。 

第１学年 算数科（プログラミング）学習指導案 
   授業者 山田 美沙 
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７ 本時の学習 

《本時の ICT の活用について》 

授業の場所 ■普通教室 □特別教室 □体育館 □運動場 □その他（       ） 

授業形態 □講義形式 ■一斉学習 ■グループ学習 □個別学習 

ICT 活 用 の 場 面  ■導 入  ■展 開  □まとめ  

I C T 活 用 者  ■指導者  ■児 童  □その他（        ） 

ICT 活 用 の 目 的  ■資料の提示(指導者)  ■資料の提示(学習者) □自分の考えをまとめる 

□グループの考えをまとめる  ■他者との考えの比較・交流 

□学習内容を調べる  □自分の考えを表現する  ■学習の振り返り  

■記録(写真・動画等)  □プレゼンテーション等の作成 

活 用 機 器  
■電子黒板  □指導者用タブレット端末 

■児童用タブレット端末  ■その他（True True・授業用 PC） 

活用コンテンツ等 ○ 写真・動画（iPad） 

ICT 活用 

プログラミングの 

ポイント 

○ True True を使用することで、ペアで考えた道筋が正しいかを確認でき

るようにする。 

○ 並べたカード（写真）を iPad に記録することで、思考の流れを振り返る

ことができるようにする。 

○ ロボットの動き（動画）を iPad に記録することで、学級全体で道筋を共

有できるようにする。 

 

(1) 目  標 

○ 数と方向を表す言葉を組み合わせて道筋を説明したり、考えた道筋通りにロボットを動か

したりすることができる。 

 

(2) 協働的な学び 

協働の場面 〇 数と方向を表す言葉を組み合わせて、道筋について考え、ペアで話し合う。 

見方・考え方 

〇 基準点となる位置から目的地までの道筋を、数と方向を表す言葉に着目して捉

える。 

○ 学んだ知識や技能を活用したり、それらを組み合わせて活用したりして、考えた

り表現したりする。 

言語活動 〇 互いの話に関心をもち、相手の発言を受けて話をつなぐ。 

 

(３) 展  開 

 主な学習活動 

◎ＩＣＴ活用のポイント 

☆見方・考え方を働かせるための手立て 

◇言語活動のポイント 

ICT 評価の観点 

導 
 

入 

○ 「見守り隊のみの山さんと

石ばしさんに、できるだけ速

く手紙を届ける道筋を考えま

しょう。」という問題場面に

出あう。 

 

 

 

 

〇 本時の学習課題をつかむ。 

 

◎ 地図を提示して見守り隊の方の家の位

置を確認することで、問題場面を理解

できるようにする。 

 

  
授業用 

PC 

どのみちすじをとおればいいのだろう。 

できるだけ速く手紙を届ける道筋を考えるという

ことは、カードの枚数はどうなるのかな。 
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展 
 

開 

〇 道筋について話し合う。 

・数と方向についての言葉を

組み合わせて、自分の考え

を表すようにする。 

 

 ・ペアで道筋を考える。 

 

 

 

 

 

・ペアで話し合ってカードを

並べ替えながらプログラム

を考え、写真で撮影して

iPad に記録しておく。 

 

プログラムの思考（カード） 

      ↓ 

True True に入力・試行 

      ↓ 

ペアで改良点を考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・道筋通りにロボットを動か

せたら、ロボットの動きを

動画で撮影して iPad に記

録しておく。 

 

○ 道筋を全体で交流する。 

 ・他のペアの道筋を聞いて、

その道筋通りに、手でロボ

ットを持って動かす。 

 

 

・他のペアのカードやロボッ

トの動きを見て、カードの

枚数や道筋の相違点につい

て話し合う。 

 

 

  

☆数と方向を表す言葉を想起させること

で、道筋を表現する際にこれらを使用す

ることを意識させる。 

 

☆地図の隣に「（方向）に（数）つ」の枠

を設けることで、数と方向を表す言葉を

組み合わせて道筋を説明できるように

する。 

 

 

◎並べたカード（写真）を iPad に記録

することで、思考の流れを確認できる

ようにする。 

☆ロボットの動きに合わせて、数と方向

を表す言葉を組み合わせて道筋を説明

することで、プログラムの改良点に気

付けるようにする。 

☆道筋通りにロボットが動かないとき

は、学んだ知識や技能を活用しながら

何度もカードを並べ替えて、ペアでプ

ログラムについて話し合うようにす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

◎ロボットの動き（動画）を iPad に記

録することで、学級全体で道筋を共有

できるようにする。 

 

 

 

☆ロボットを手で動かすことで、数と方向

を表す言葉に着目して道筋を捉えられ

るようにする。 

 

 

◎iPad に記録した並べたカード（写真）

とロボットの動き（動画）を学級全体

に提示することで、他のペアのカード

の枚数と道筋の相違点について考えら

れるようにする。 

◇「プログラミング話し方カード」を用

いて話し合うことで、発表したペアの

発言を受けて話をつなぐことができる

ようにする。 

  

 

 

 

 

【知識・技能】 

・数と方向を表

す言葉を用

い、道筋を言

い表してい

る。（発言） 

【思考力・判断力・ 

表現力等】 

・ものごとに手

順があること

に気付いてい

る。 

（行動観察） 

【思考力・判断力・ 

表現力等】 

・考えた道筋を

言い表してい

る。（発言） 

【学びに向かう力・ 

人間性等】 

・目的を意識し

て、最後まで

やり遂げよう

としている。

（行動観察） 

 

 

 

 

 

 

【知識・技能】 

・進む数と方向

を表す言葉の

意味を理解し

ている。 

（発言） 

iPad 

True True 

iPad 

iPad 

電子黒

板 
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ま
と
め 

○ 活用問題「見守り隊の３人

に、できるだけ速く手紙を届

ける道筋を考えましょう。」を

行う。 

 

〇 本時の学習を振り返る。 

 

  【学びに向かう力・ 

人間性等】 

・２つの要素を

用いると位置

が表せること

のよさに気づ

いている。 

（行動観察） 

 

(４) 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電子黒板 

 投影内容 

導 入 ・地図 

展 開 

・タイマー 

・カードの写真 

・ロボットの動画 

まとめ ・タイマー 

 

かんがえ 

 

 

 

 

 

 

 

れんしゅう 

 見まもりたいの３人に、 

できるだけはやく手がみを 

とどけるみちすじをかんが 

えましょう。 

地図 

めあて   

どのみちすじをとおれば 

いいのだろう。 

もんだい 

見まもりたいのみの山さん 

と石ばしさんに、できるだけ 

はやく手がみをとどけるみち 

すじをかんがえましょう。 

見とおし 

むき 

（まえ・うしろ・左・右） 

かず（○つ） 

iPad 

True True 
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１ 学年・組   第２学年１組 ３７名 

２ 場  所   ２年１組教室 

３ 単 元 名   「おもちゃ教室をひらこう」 

４ 目  標    

   ○ 手順に沿って話す事柄を順序立て、聞き手に分かりやすいように工夫して説明することがで

きる。 

５ 単元の評価規準  

知識・技能 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力・人間性等 

 言葉には、事物の内容を表し

たり伝えたりする働きがあるこ

とに気づいている。 

 紹介するおもちゃを決め、説

明に必要な事柄を考えている。 

 分かりやすい説明の順序を考

え相手の様子を見ながら、話す

内容や話し方、資料を工夫して

説明している。 

 声の大きさや話す速さなどに

注意して、はっきりとした発音

で話している。 

 語と語や文と文との続き方に

注意しながら、カードを書いて

いる。 

おもちゃの作り方や遊び方を

説明することに興味を持ち、進

んで説明しようとしている。 

６ 指導計画（全１３時間） 

次 時 主 な 学 習 活 動 活動のポイント 

１ １ 

・おもちゃを作って遊んだ経験を話し合う。 

 

 

・「おもちゃ教室」をひらき、手作りおもち

ゃの作り方や遊び方について、１年生に分

かりやすく工夫して説明するという学習

課題をつかむ。 

 

・学習計画を立てる。 

・生活科で取り組んだ「おもちゃ大会」の写

真を見ることで、どのようなおもちゃを作

ったか思い出すことができるようにする。 

・指導者が作った「山のぼりかめさん」の作

り方のスライドを見ることで、1 年生に分

かりやすく工夫して説明するためのスラ

イドの作り方に興味関心をもつことがで

きるようにする。 

・教材文を読むことで、「おもちゃ教室」を

開くためには、どんな準備が必要かを考

え、相手意識や目的意識を持って学習計画

を立てることができるようにする。 

２ 

２ 
 

・紹介するおもちゃの情報を集める。 ・生活科で取り組んだ「おもちゃ大会」で作

ったおもちゃを思い出したり、本で調べた

り、人に聞いたりすることで、手作りおも

ちゃについての情報（材料・道具・作り方・

遊び方）を集められるようにする。 

３ 
 

・紹介するおもちゃをグループで話し合って

決める。 

 

 

 

 

・紹介するおもちゃについて、チェックシー

トの観点（材料の集めやすさ・作りやす

さ・かかる時間・作る場所や遊ぶ場所）に

沿って話し合うことで、「おもちゃ教室」

で１年生に紹介するのに適した物を選ぶ

ことができるようにする。 

第２学年 国語科 学習指導案 
   授業者 木村 恭子・見市 将太 
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２ 

４
・
５ 

・「おもちゃ作り計画カード」を作成する。 ・グループで選んだおもちゃを実際に作って 

みることで、材料・道具・作り方・遊び方

を確認し、「おもちゃ作り計画カード」を

作成することができるようにする。 

・作り方を４つの工程として捉え、工程ごと

に何をどんなふうに作るのか、1 年生が上

手に作ることができる「作り方ポイント」

は何か等を話し合って書き込むことがで

きるようにする。 

６ 

・紹介するおもちゃの材料・道具の説明に必 

要な写真や説明の言葉を話し合い、スライ

ドを作成する。 

・「材料カード・道具カード」をもとに、ど

んな写真や説明の言葉を用意しなければ

ならないか話し合い、スライドを作ること

ができるようにする。 

７ 

・紹介するおもちゃの作り方の説明に必要な 

写真を話し合い、スライドを作成する。 

・「作り方カード」をもとに、どの工程の説

明にどんな写真を用意しなければならな

いか確認できるようにする。 

・写真の選び方が工程の内容に合ってい 

るか、視覚的に有効なものであるか、スラ 

イドを見せ合いながらグループで話し合 

うことができるようにする。 

８
・
９
（
本
時
） 

・1 年生が、おもちゃを上手に作るための「名 

人ポイント」について話し合い、スライド 

にを書きこむ。 

・1 年生が上手に作ることができるようにす

るには、スライドの写真にどのような説明

の言葉をつけ足す必要があるのかペアで

話し合い、「作り方カード」の中から「名

人ポイント」として大事な言葉を選ぶこと

ができるようにする。 

・グループで「名人ポイント」の選び方、表

現の仕方が適切であるかどうか話し合い

アドバイスし合うことができるようにす

る。 

・それぞれのグループが作ったスライドが、

１年生が上手に作るためのスライドにな

っているか確認し合うことができるよう

にする。 

１０ 

・紹介するおもちゃの遊び方を分かりやすく

説明するための方法を話し合い準備する。 

 

 

・２つのグループでアドバイスし合い、改善

する。 

・「おもちゃ大会」などの経験をもとに、遊

び方の説明をどのようにするのか、方法

（スライド・動画・実際に見せる）につい

て話し合うことができるようにする。 

・考えた方法で他のグループに説明し遊んで

みることで、１年生に分かりやすいものに

なっているかどうか、話し合って改善する

ことができるようにする。 
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１１ 

・分かりやすく説明するための工夫について 

考える。 

 

 

 

 

・グループでアドバイスし合いながら練習す 

る。 

・指導者の２種類の説明の仕方（読むだけの

説明の仕方と順序を表す言葉を使ったり

表現を工夫したりしている説明の仕方）を

見て比べることで、１年生に分かりやすく

説明するための話し方について考えるこ

とができるようにする。 

・説明している様子をビデオで録画して見る

ことで、お互いにアドバイスし合ったり、

自分の説明を振り返ったりできるように

する。 

３ 

１２
・

１３ 

・おもちゃ教室を開き、１年生が上手に作る 

ことができるように、工夫しながら説明す 

る。 

・作成したスライドを見せながら、これまで

練習してきたことを生かして説明するこ

とで、１年生にとって分かりやすい発表に

なるようにする。 

 

７ 本時の学習 

《本時の ICT の活用について》 

授業の場所 ■普通教室 □特別教室 □体育館 □運動場 □その他（       ） 

授業形態 □講義形式 ■一斉学習 ■グループ学習 □個別学習 

ICT 活 用の場面  ■導 入  ■展 開  ■まとめ  

I C T 活 用 者  ■指導者  ■児 童  □その他（        ） 

ICT 活 用の目的  ■資料の提示(指導者)  ■資料の提示(学習者)  ■自分の考えをまとめる 

■グループの考えをまとめる  ■他者との考えの比較・交流 

□学習内容を調べる  ■自分の考えを表現する  □学習の振り返り  

□記録(写真・動画等)   ■プレゼンテーション等の作成 

活 用 機 器  
□電子黒板  ■指導者用タブレット端末 

■児童用タブレット端末  ■その他（大型モニター） 

活用コンテンツ等 ○SKYMENU Class （発表ノート）                                         

ICT 活用のポイント 

○ 指導者が作った２種類のスライドを見て比べることで、1 年生がおもちゃ

を上手に作ることができるための「名人ポイント」について考え、話し合う

ことができるようにする。 

○ 作り方の工程③④を役割分担して作った後、、電子黒板に提示することで、

「名人ポイント」の選び方や表現の仕方が適切であるかどうかを話し合うこ

とができるようにする。 

 

(1) 目  標 

○ おもちゃの作り方について、工程や写真に合わせて、1 年生が上手に作ることができる説

明の言葉（「名人ポイント」）を選び、表現の仕方を考えることができる。 

 

(2) 協働的な学び 

協働の場面 〇 おもちゃの作り方③④の工程それぞれに、どんな説明の言葉（名人ポイン

ト）が必要なのか話し合う。 

見方・考え方 

〇 「おもちゃの作り方カード」の「作り方ポイント」に着目することで、説

明に必要な言葉を「名人ポイント」として捉える。 

〇 説明に必要な言葉を「名人ポイント」として捉えることで、写真と説明（「名 

人ポイント」）を関連付けて考え、工程の内容や写真に合った、適切な言葉 

の選び方や表現の仕方について思考する。 

言語活動 
○ 自分の考えを明確にし、相手の発言を受けて話をつなぐことができるよう

にする。 
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(３) 展  開 

 主な学習活動 

◎ＩＣＴ活用のポイント 

☆見方・考え方を働かせるための手立て 

◇言語活動のポイント 

ICT 評価の観点 

導 
 

入 

○ 本時の学習課題をつかむ。 

  

 

☆指導者が作った、２つの作り方の説明

のスライドを電子黒板に提示し比べ

ることで、1 年生が上手につくること

ができる適切な「名人ポイント」の選

び方と表現の仕方について関心を高

めることができるようにする。 

 【学びに向かう力・ 

人間性等】 

・学習課題に関心

をもち、意欲的

に追究してい

る。 

（行動観察） 

展 

 

開 

 

 

○ 前時に作った作り方①②

のスライドと本時に考える

③④の工程と資料を確認す

る。 

・グループで確認する。 

 

○ ③④の工程に、どのような

説明の言葉（「名人ポイン

ト」）をつけ足せば、1 年生

がおもちゃを上手に作るこ

とができるか考え、話し合

う。 

 ・前のペアは工程③、後ろの

ペアは工程④について考

える 

・作り方カードから「名人ポ

イント」を見つけて赤線を

引く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ スライドに「名人ポイン

ト」を書きこむ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆発表ノートのスライドを見ることで、

前時に考えた「名人ポイント」と本時

に考える作り方の工程③④について

確認できるようにする。 

 

 

☆「作り方カード」に書きこんだ説明の

中から、「名人ポイント」だと思う言

葉や文に赤線を引くことで、スライド

に書きこむ適切な言葉を選ぶことが

できるようにする。 

◇「名人ポイントは～と思います。なぜ

かというと～」「○○をするとうまく

作ることができるので名人ポイント

にすればいいと思います。」の話型を

電子黒板に提示することで、話し合い

活動がスムーズに行われるようにす

る。 

◇児童の机に貼ってある「～さんの意見

と同じで～です。」「～さんの意見と違

って～です。そのわけは～」「～さん

の意見と似ているけど理由が違って

～。」等の基本の話型を使って話し合

うことで、自分の考えを明確にし、相

手の発言を受けて話をつなぐことが

できるようにする。 

 

◎発表ノートのスライドに説明を書き

込み、写真と合わせて見ることで、作

り方の工程や写真に合った適切な「名

人ポイント」になっているか、確かめ

ながら作ることができるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【思考力・判断力・ 

表現力等】 

・作り方の４つの工程

を捉えている。 

（行動観察） 

 

【思考力・判断力・ 

表現力等】 

・それぞれの工程に合

う「名人ポイント」

を考え話し合って

いる。 

（「作り方カード」） 

（行動観察） 

 

【思考力・判断力・表

現力等】 

・相手の発言を受

けて話をつな

ぐことがで 

きる。 

（行動観察） 

 

 

 

 

 

【思考力・判断力・ 

表現力等】 

・工程や資料（写 

真や絵）に合っ 

た適切な説明や 

表現を選んでス 

ライドを作って 

いる。 

（行動観察） 

 

大型 

モニター 

タブレッ

ト端末 

1 年生がおもちゃを上手に作るための「名人ポイント」は何だろう。 

タブレッ

ト端末 

1 年生がおもちゃを上手に 

作るための「名人ポイント」 

は何か考えましょう。 

 

大型 

モニター 

タブレッ

ト端末 
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○ できたスライドをグルー

プで確かめ合い、アドバイス

し合う。 

☆ペアで考えた「名人ポイント」の内容

や表現の仕方を、グループで確かめ合

いアドバイスし合うことで、よりよい

ものに改善できるようにする。 

【思考力・判断力・ 

表現力等】 

・相手の発言を受

けて話をつな

ぐことができ

る。（行動観察） 

ま

と

め 

○ 全体で交流する。 

  

 

 

 

 

 

 

○ 振り返りシートを書く。 

◎グループごとに、作り方カードとスラ

イドを電子黒板に提示して比べること

で、1 年生がおもちゃを上手に作るこ

とができる「名人ポイント」になって

いるか、交流することができるように

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【思考力・判断力・ 

表現力等】 

・相手の話を聞

き、質問したり

質問に答えた

りして話し合

っている。 

（発言・行動観察） 

【学びに向かう力・ 

人間性等】 

・個人で振り返り

をしている。 

（振り返りシー

ト） 

 

(４) 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タブレッ

ト端末 

タブレッ

ト端末 

合
っ
て
い
る
か 

 
 

「
お
も
ち
ゃ
教
室
」
を
ひ
ら
こ
う 

  

○め
一
年
生
が
お
も
ち
ゃ
を
上
手
に
作
る
た
め
の

「
名
人
ポ
イ
ン
ト
」
は
何
か
な
。 

 

学
し
ゅ
う
の
じ
ゅ
ん
じ
ょ 

一
．
た
し
か
め
タ
イ
ム 

作
り
方
①
②
③
④
の
か
く
に
ん 

 
 

 
 

 
 

 

二
．
そ
う
だ
ん
タ
イ
ム 

名
人
ポ
イ
ン
ト
の
え
ら
び
方 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

大
じ
な
こ
と
ば 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

↓ 

み
じ
か
く 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

や
じ
る
し
で
つ
な
ぐ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

   

三
．
チ
ェ
ッ
ク
タ
イ
ム 

 
 

 

作
り
方
の
じ
ゅ
ん
ば
ん 

 
 

 
し
ゃ
し
ん 

  

四
．
み
な
お
し
タ
イ
ム 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

大型 

モニター 

大型モニター 

 投影内容 

導 入 

指導者が作った作り方のスラ

イド（つけ足す言葉が適切なも

のとそうでないものの比較） 

展 開 
話し合いの話型 

まとめ 
発表ノートのスライド 

 

作
り
方
カ
ー
ド 
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１ 学年・組   第３学年２組 ２８名 

２ 場  所   音楽室 

３ 題 材 名   「せんりつのとくちょうを感じ取ろう」 

４ 題材の目標 

〇 旋律の特徴を感じ取りながら、曲想とその変化を感じ取って聴いたり楽曲を聴いて感じ取っ 

たりしたことを言葉で表すなどして楽曲の特徴や演奏のよさに気付いたりすることができる。 

  〇  旋律の特徴を生かして、曲想にふさわしい表現を工夫しながら、思いや意図をもって歌った 

り演奏したりすることができる。 

５ 題材の評価規準 

知識・技能 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力・人間性等 

 歌詞の内容、旋律の特徴などが生

み出す曲想にふさわしい表現で歌

っている。 

 3 拍子の拍の流れにのり、旋律の

特徴やその違いを生かして、リコー

ダーを演奏している。 

 範奏を聴いたりハ長調の楽譜を

見たりして、リコーダーを演奏して

いる。 

 旋律の特徴やその違いを生かし

て、リコーダーを演奏している。 

 曲の山を生かし、歌詞の内容、旋

律の特徴などが生み出す曲想にふ

さわしい表現で歌っている。 

 音とリズムのかかわりや曲の山

を感じ取って、表現の仕方を工夫

し、即興的に旋律を作っている。 

 旋律やリズムの特徴を聴き取

り、それらの違いを感じ取って、

楽器の演奏の仕方を工夫し、どの

ように演奏するかについて思いや

意図をもっている。 

 旋律の特徴を聴き取り、旋律と

リズムのかかわりや曲の山を感じ

取って、表現の仕方を工夫し、ど

のように歌うかについて自分の思

いや意図をもっている。 

 旋律の音の上がり下がりやリズ

ムが生み出す曲想の違いに気を付

けて聴いている。 

 楽曲全体にわたる曲想とその変

化を感じ取り、想像したことや感

じ取ったことを言葉で表すなどし

て、楽曲の特徴や演奏のよさに気

付いている。 

 旋律の特徴が生み出す曲想

にふさわしい表現を工夫し、思

いや意図をもって歌ったり演

奏したりする学習に進んで取

り組もうとしている。 

旋律の特徴を感じ取り、楽曲

全体にわたる曲想とその変化

を感じ取って聴く学習に進ん

で取り組もうとしている。 

歌詞の内容、旋律の特徴など

が生み出す曲想にふさわしい

表現を工夫し、思いや意図をも

って歌う学習に進んで取り組

もうとしている。 

 

６ 指導計画（全１０時間） 

次 時 主 な 学 習 活 動 活動のポイント 

１ 
１
・
２ 

・「あの雲のように」：歌詞の内容や曲想をつ

かみ、3 拍子の拍の流れにのって歌う。 

・旋律の音の上がり下がりを感じ取り、いろ

いろな声の出し方を試しながら、曲想にあ

った声で歌えるように歌い方を工夫する。 

・大空に浮かぶ雲を見上げて夢をふくらませ

る心情を表す歌詞を可視化し、3 拍子のゆ

るやかな順次進行の旋律から歌い方を工夫

できるようにする。 

2 
３
・
４ 

・「メヌエット」：旋律の特徴や曲想の変化を

感じ取り、楽曲の構成に気付く。 

・音楽を聴いて感じ取ったことを言葉などで

表したり、図形楽譜を見て旋律の音の上が

り下がりを確認したりする。 

・バイオリンの音色の美しさを感じ取りなが

ら、楽曲の特徴や演奏のよさに気付き、楽

曲全体を味わう。 

・バイオリンで演奏される主な旋律 2 種類に

ついて図形楽譜を用いて対比して提示する

ことで、なめらかな音の動きを美しく奏で

る旋律と軽やかで弾むようなリズムの旋律

と、それぞれの特徴をとらえやすくする。 

第３学年 音楽科 学習指導案 
   授業者 福村 喜久代・櫻井 里絵 
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3 

５
・
６
・
７ 

・「山のポルカ」：旋律の特徴の違いや楽曲の

構成を感じ取って、旋律を演奏する。 

・リコーダーの新しい運指を覚え、音色やタ

ンギング、フレーズに気を付けながら演奏

する。 

・旋律の特徴を生かして演奏の仕方を工夫

し、曲のまとまりを感じ取りながら、演奏

する。 

・楽譜を旋律の特徴に合わせて色分けして示す 

ことで、8 分音符中心の軽やかなリズムをも 

つ旋律と 4 分音符と 2 分音符によるなめら 

かな旋律の対比をとらえやすくする。 

４ 
８
・
９ 

・「ふじ山」：歌詞の表す情景を思い浮かべな

がら、のびのびとした声で歌う。 

・階名唱したり、旋律の音の上がり下がりに

気を付けて歌詞唱したりしながら曲の山を

感じ取り、歌い方を工夫する。 

・楽譜に旋律のまとまりや抑揚、曲の山を意識 

した曲線を表現することで、上行、下行する

旋律の特徴を富士山の姿に重ね合わせ、強弱

を工夫して歌うことができるようにする。 

５ 

10
（
本
時
） 

・NHK for School「おんがくブラボー」を

視聴する。 

・ソラシを使って旋律を考え、小節の組み合 

わせ方と最終小節の旋律を話し合う。 

・出来上がった旋律をグループで練習し、発 

表する。 

・既習事項のリズム楽譜を提示することで、即

興的な旋律づくりをしやすくする。 

・NHK for School「おんがくブラボー」を視

聴することで、旋律づくりのポイントを理解

できるようにする。 

 

７ 本時の学習 

《本時の ICT の活用について》 

授業の場所 □普通教室 ■特別教室 □体育館 □運動場 □その他（       ） 

授業形態 □講義形式 ■一斉学習 ■グループ学習 ■個別学習 

ICT 活 用の場面  ■導 入  ■展 開  □まとめ  

I C T 活 用 者  ■指導者  ■児 童  □その他（        ） 

ICT 活 用の目的  ■資料の提示(指導者)  □資料の提示(学習者) ■自分の考えをまとめる 

□グループの考えをまとめる  ■他者との考えの比較・交流 

□学習内容を調べる  ■自分の考えを表現する  □学習の振り返り  

□記録(写真・動画等)  □プレゼンテーション等の作成 

活 用 機 器  
■電子黒板  □指導者用タブレット端末 

■児童用タブレット端末  ■その他（授業用 PC） 

活用コンテンツ等 

○ NHK for School「おんがくブラボー」（第９回‘せんりつづくり’はこ

わくない！） 

〇 SKY MENU Class（発表ノート） 

ICT 活用のポイント 

○ 番組を視聴することで、曲づくりの 3 つのポイントを知ることができる

ようにする。 

〇 作った旋律をタブレットに入力することで、音や小節の組み換えを容易

にすることができるようにする。 

〇 小節の入れ替えや音の変更などが話し合いの中で簡単に行うことができ

るようにする。 

 

 (1) 目  標 

○ 音とリズムのかかわりや曲の山を感じ取って表現の仕方を工夫し、まとまりのある旋律を

即興的に作ることができる。 

(2) 協働的な学び 

協働の場面 〇 「ソラシ」の 3 音を使って旋律をつなぎ、まとまりのある音楽をつくる。 

見方・考え方 

〇 音とリズムのかかわりや曲の山に着目して旋律を捉える。 

〇 小節のつながりや旋律の盛り上がりを工夫し、まとまりのある音楽について

思考する。 

言語活動 〇 曲づくりの視点に沿ったまとまりのある音楽になっているか、話し合う。 
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 主な学習活動 

◎ＩＣＴ活用のポイント 

☆見方・考え方を働かせるための手立て 

◇言語活動のポイント 

ICT 評価の観点 

導 
 

入 

〇 ４分の４拍子を確認しなが 

ら、リズム打ちをする。 

 

〇 NHK for School 「おんが

くブラボー」を視聴する。 

 

〇 本時の学習課題をつかむ。 

 

 

☆既習のリズムを確認すること

で、４分の４拍子を確認する。 

 

◎番組を視聴することで、曲づく

りの 3 

つのポイントを知ることができ

るようにする。 

 

 

  

 

展 
 

開 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

〇 「ソラシ」の音を用いて、1

小節分の旋律を１人で考え

る。 

 ・リコーダーを用いて考える。 

・タブレットに入力する。 

 

〇 旋律づくりの３つのポイン 

トを全体で確認し、話し合い

のキーワードを知る。 

・しりとり…演奏順を変える。

小節をつなぐときは同じ音

でつなぐ。 

 ・山…旋律の盛り上がり（曲 

の山）をつくる。 

 ・最後は「ソ」…曲の最後は 

低い音で終わる。 

 

〇 小節の組み合わせ方と最終 

小節の旋律をグループで考え 

る。 

 

 

 

 

〇 リコーダーで練習をする。 

・各自が作った旋律は１人で、 

最終小節は全員で演奏す 

る。 

 

〇 発表する。 

 ・作曲した楽譜にそって、リコ 

ーダーで演奏する。 

・3 つのポイントに気を付け 

て聴く。 

 

 

 

◎作った旋律をタブレットに入力

することで、音や小節の組み換

えを容易にすることができるよ

うにする。 

 

◇曲作りの視点を板書に掲示し、

話し合いの根拠にできるように

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆「しりとり」や曲の「山」、最

後の音について、楽譜を見なが

ら確認できるように促す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆「しりとり」や曲の「山」、最

後の音について意識して発表を

聴くように再度促す。 

 

 

 

 

【学びに向かう力・人間性等】 

・思いや意図を持 

ち、旋律づくり 

に取り組んでい 

る。 

（電子ワークシート、

行動観察） 

 

 

 

【知識・技能】 

・音とリズムのか 

かわりや曲の山 

を感じ取って、 

表現の仕方を工 

夫し、即興的に 

旋律を作ってい 

る。 

（電子ワークシート、

行動観察） 

「ソラシ」の音で曲を作ろう。 

電子黒板 

授業用 

PC 

タブレッ

ト端末 

電子黒板 

「しりとり」できているかな。曲の「山」はどこかな。最後の音

はどうなっているかな。 

授業用 

PC 

タブレット

端末 

(３) 展  開 
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(４) 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま 

と 

め 

〇 本時の学習を振り返る。 

・ワークシートに記入する。 

・感想を発表する。 

 

☆３つのポイントをふまえた曲作

りができたのか、学習を振り返

るように促す。 

 【思考力・判断力・表現力等】 

・旋律やリズムの 

特徴を聴き取り 

それらの違いを 

感じ取って、ど 

のように演奏す 

るかについて思 

いや意図をもっ 

ている。 

（ワークシート） 

 

電子黒板 

 投影内容 

導 入 
・ NHK for School 

「おんがくブラボー」 

展 開 
・学習の流れ 

・タブレットの操作画面 

まとめ 
 

 

めあて 「ソラシ」の音で曲を作ろう。 
３つのポイント 

１ 小せつをつなぐときは、同じ音を使う。 

２ 曲のもり上がり（山）をつくる。 

３ さい後の音は「ソ」でおわる。 

【学習の流れ】 
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（阿倍野小学校 ＩＣＴ公開授業） 
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１ 学年・組   第４学年１組 ３５名 

２ 場  所   ４年１組教室 

３ 単 元 名   「およその数の表し方を考えよう」 

４ 目  標    

  ○ 概数について理解し、目的に応じて、概数を用いたり四則計算の見積もりをしたりすることが

できる。 

５ 単元の評価規準 

知識・技能 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力・人間性等 

四捨五入して数を概数にする

ことができる。 

目的に応じて、和、差、積、商

を概数で見積もることができる。 

概数が用いられる場合や四捨

五入について、理解している。 

加法、減法、乗法、除法の計算

の結果のおよその大きさをとら

えるなど、数についての豊かな感

覚をもっている。 

目的に応じて、計算の結果のおよ

その大きさを判断している。 

概数を用いると物事の判断や

処理が容易になるなどのよさに

気付いている。 

目的に応じて計算の結果を見

積もり、生活や学習の場面で用

いようとしている。 

６ 指導計画（全８時間） 

次 時 主 な 学 習 活 動 活動のポイント 

１ 

１ 
 

・町の人口２１０３４人、 

３２７５６人、３８４１２人

の、およその数の表し方につ

いて考える。 

・「がい数」の意味と、「約」を

用いて表すことを知る。 

イルカコース ペンギンコース クジラコース 

・デジタル教科書を

提示することで、

概数に対する興味

や関心を高めるよ

うにする。 

・数直線に表すこと

で、何万に近いか

を視覚的に判断

し、1 つ下の位に

着目し、自分の考

えの根拠を説明で

きるようにする。 

・デジタル教科書を

提示することで、

概数に対する興

味や関心を高め

るようにする。 

・数直線に表すこと

で、何万に近いか

を視覚的に判断

し、1 つ下の位に

着目することに

気付くようにす

る。 

・デジタル教科書を

提示することで、

概数に対する興味

や関心を高めるよ

うにする。 

・数直線で視覚的、

具体的に、何万に

近いかを確認する

ことで、1 つ下の

位に着目すること

に気付くようにす

る。 

２ 

・町の小学生の人数１２６３人

と１８２５人を概数で約何千

人と表す仕方を考える。 

・「四捨五入」や「切り捨て」、「切

り上げ」の意味を知り、その

方法をまとめる。 

・数直線を活用する

ことで、数の仕組

みに着目して四捨

五入の仕方を見つ

け出し、その有用

性について感じる

ことができるよう

にする。 

・何の位の数字に目

をつけて四捨五入

するのかに着目さ

せることで、四捨

五入の仕方を理解

できるようにす

る。 

・数直線に表すこと

で、数の仕組みに

着目して四捨五

入の仕方を見つ

け出せるように

する。 

 

 

・何の位の数字に目

をつけて四捨五

入するのかに着

目させることで、

四捨五入の仕方

を理解できるよ

うにする。 

・数直線で視覚的、

具体的に確認する

ことで、数の仕組

みに着目して四捨

五入の仕方を見つ

け出せるようにす

る。 

 

・何の位の数字に目

をつけて四捨五入

するのかに着目さ

せることで、四捨

五入の仕方を理解

できるようにす

る。 

第４学年 算数科 学習指導案 
   授業者 山本 淳子・木村 拓也 
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１ 

３ 

・市立図書館にある本と児童書

の数を四捨五入して、一万の

位までの概数にする仕方を考

える。 

・四捨五入して、一万の位まで

の概数にする場合は、何の位

に着目すればよいかまとめ

る。 

・数直線等を活用す

ることで、自分の

考えの根拠を説明

することができる

ようにする。 

・「〇の位までの概数

にする」には、１

つ下の位に目をつ

ければよいことに

着目することで、

その処理の仕方が

身につくようにす

る。 

・「〇の位までの概

数にする」には、

１つ下の位に目

をつければよい

ことに着目する

ことで、その処理

の仕方が身につ

くようにする。 

・数直線等で視覚的、 

具体的に確認する

ことで「〇の位ま

での概数にする」

には、１つ下の位

に目をつければよ

いことに気付き、

その処理の仕方が

身につくようにす

る。 

４ 

・市立図書館にある本と児童書

の数を四捨五入して、上から

１桁までの概数にする仕方を

考える。 

・四捨五入して、上から１桁ま

での概数にする場合は、何の

位に着目すればよいかまとめ

る。 

・「〇の位までの概数

にする」と比較す

ることで、「上から

１桁の概数にす

る」との違いに気

付くようにする。 

 

 

 

 

・何の位で四捨五入

すればよいのかに

着目することで、

その処理の仕方を

身に着けることが

できるようにす

る。 

・「〇の位までの概

数にする」と比較

し、「上から１桁

の概数にする」に

は、何の位で四捨

五入すればよい

のかに着目する

ことで、その処理

の仕方を身に着

けることができ

るようにする。 

 

 

・「〇の位までの概数 

にする」と比較し、

「上から１桁の概

数にする」には、

何の位で四捨五入

すればよいのかに

着目することで、

その処理の仕方を

理解する。 

 

・概数にする場合の

表現を整理するこ

とで、その処理の

仕方を身に着ける

ことができるよう

にする。 

５ 

・四捨五入して約１３０ｋｍに

なるのは、何ｋｍから何ｋｍ

までの間になるか考える。 

・四捨五入して十の位までの概

数にしたとき、１３０になる

整数の範囲をまとめる。 

・数の範囲を表す言葉として、

「以上」「未満」「以下」の意

味を知る。 

・「算数のおはなし」を読み、身

の回りで使われている切り上

げの例を知り、概数の理解を

深める。 

・何の位で四捨五入して約１３０ｋｍになったのかに着目するこ

とで、四捨五入する前のもとの数と概数を関係づけて考えるこ

とができるようにする。 

・数直線に着目することで、概数のもとの数の範囲は、概数を中

心にした数のまとまりであることに気付くようにする。 

６
（
本
時
） 

・NHK for School の前半を視

聴し、四捨五入して 

約２００００になる整数の範

囲を求める。 

・四捨五入する位によって 

約２００００になる整数の範

囲が変わることを知る。 

・NHK for School の後半を視

聴して、もとの数の範囲につ

いてまとめる。 

・何の位で四捨五入して約２００００になったのかに着目するこ

とで、四捨五入する前のもとの数と概数を関係づけて考えるこ

とができるようにする。 

・数直線に着目することで、概数のもとの数の範囲は、概数を中

心にした数のまとまりであることに気付くようにする 

・NHK for School を視聴することで、四捨五入する位によって、

概数にする前の、もとの数の範囲が変わることを捉えることが

できるようにする。 
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２ 

７ 

・目的に応じた代金の見当のつ

け方を考える。 

・目的に応じて、概数にする方

法を選ぶとよいことをまとめ

る。 

・デジタル教科書を提示することで、買い物への関心を高める

ようにする。 

・買い物の場面を想定することで、目的や条件に合わせて概数

を活用することができるようにする。 

８ 

・６２０×３９を概数で見積も

る方法を考える。 

・乗法の場合、上から１桁の概

数で見積もるとよいことを知

り、積を概数で求める。 

・３８２２０÷３９を概数で見

積もる方法を考える。 

・除法の場合も上から１桁の概

数で見積もるとよいことを知

り、商を概数で求める。 

・デジタル教科書を提示することで、問題場面への関心を高める

ようにする。 

・交通費の見積もりをする場面を想定することで、目的や条件に

応じて見積もることのよさを感じることができるようにする。 

 

７ 本時の学習 

《本時の ICT の活用について》 

授業の場所 ■普通教室 □特別教室 □体育館 □運動場 □その他（       ） 

授業形態 □講義形式 ■一斉学習 ■グループ学習 □個別学習 

ICT 活 用の場面  ■導 入  ■展 開  ■まとめ  

I C T 活 用 者  ■指導者  ■児 童  □その他（        ） 

ICT 活 用の目的  ■資料の提示(指導者)  □資料の提示(学習者) □自分の考えをまとめる 

■グループの考えをまとめる  ■他者との考えの比較・交流 

□学習内容を調べる  □自分の考えを表現する  ■学習の振り返り  

□記録(写真・動画等)  □プレゼンテーション等の作成 

活 用 機 器  
□電子黒板  ■指導者用タブレット端末 

■児童用タブレット端末  ■その他（大型モニター） 

活用コンテンツ等 

○  NHK for School「さんすう刑事ゼロ」 

（第１２回「四捨五入」の心理トリックに気をつけろ～がい数～） 

〇 SKYMENU Class（発表ノート） 

ICT活用のポイント 

○ NHK for School の番組を視聴することで、四捨五入する位によって、

概数にする前の、もとの数の範囲が変わることを捉えることができるように

する。 
 
(1) 目  標 

○ 四捨五入する位によって、概数にする前の、もとの数の範囲が変わることを理解すること

ができる。 

〇 「以上」、「未満」、「以下」を使って、数の範囲を表すことができる。 
 

(2) 協働的な学び 

協働の場面 〇 四捨五入して概数にする前の、もとの数の範囲を話し合う。 

見方・考え方 

〇 概数のもとの数の範囲は、概数を中心にした数のまとまりであることを数直線

に着目して捉える。 

〇 四捨五入する前の数と概数を関係付けてもとの数の範囲について思考する。 

言語活動 〇 もとの数の範囲について理由や根拠を挙げながら筋道立てて話し合う。 
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(３) 展  開 

 主な学習活動 

◎ＩＣＴ活用のポイント 

☆見方・考え方を働かせるための手立

て 

◇言語活動のポイント 

ICT 評価の観点 

導 
 

入 

〇 NHK for School「さんすう刑

事ゼロ」（第１２回「四捨五入」

の心理トリックに気をつけろ～

がい数～）の前半部分を視聴し、

課題をつかむ。 

◎番組内のポイントとなるシーン

を提示することで、問題場面を

整理する。 

 【学びに向かう力・ 

人間性等】 

・学習課題に関

心をもち、意

欲的に取り組

んでいる。 

（行動観察） 

展 
 

開 

 

〇 見通しをもつ。 

・１９８００、１５０００をそれ

ぞれ四捨五入して 

2００００になるか確かめる。 

 

〇 解決する。 

・千の位を四捨五入する場合のも

との数の範囲を考えるペアと

百の位を四捨五入する場合の

もとの数の範囲を考えるペア

に分かれ、タブレットにまとめ

る。 

ペア 2組４人班 計９班 

 

〇 自分の考えを友だちに伝える。 

・グループで伝え合う。 

 

〇 もとの数の範囲について全体

で話し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆何の位で四捨五入して２００００に

なったのかに着目させ、四捨五入す

る前のもとの数と概数を関係づける 

◎発表ノートに考えを数直線等で書き

表すことで、考えを整理することが

できるようにする。 

 

 

 

◇数直線等を使って、それぞれの考え

の根拠を説明することで、友だちに

自分の考えが伝わるようにする。 

☆数直線に着目させ、概数のもとの数

の範囲は、概数を中心にした数のま

とまりであることに気付くようにす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【思考力・判断

力・表現力等】 

・四捨五入して

一つの概数に

なる範囲の数

を考えてい

る。 

（ノート） 

【知識・技能】 

・以上、未満、

以下を使って

概数の範囲を

表すことがで

きる。（ノー

ト・発言） 

 

ま 

と 

め 

〇 NHK for School さんすう刑

事ゼロ（第１２回「四捨五入」の

心理トリックに気をつけろ～が

い数～）の後半部分を視聴し、も

との数の範囲をまとめる。 

◎四捨五入する位によって、概数にす

る前の、もとの数の範囲が変わるこ

とを捉えることができるようにす

る。 

 

 【思考力・判断

力・表現力等】 

・四捨五入する

位によって範

囲が変わるこ

とを理解して

いる。 

（発表・ノー

ト） 

 

 

 

 

タブレット

端末 

なぜ、原こう料にちがいがあるのだろう。 

四捨五入して 

およそ２００００になる数

の範囲がちがうのは、なぜだ

ろう。 

大型 

モニター 

授業用 

PC 

授業用 

PC 

大型 

モニター 

大型 

モニター 

26



(４) 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20000 
問題 

四捨五入して 

１ページ ２万円 

見通し 

１５０００ 

 

 

１９８００ 

 

考え 

千の位 

 

 

 

百の位 

 

 

 

 

 

15000 25000 

19500 20000 

大型モニター 

 投影内容 

導 入 ・NHK for School（前半） 

展 開 ・児童の発表ノート 

まとめ ・NHK for School（後半） 

 

20500

b 

めあて なぜ、原こう料にちがいがあるのだろう。 

まとめ 

四捨五入する位によって、概数にする前のもとの数の範囲が 

変わる。 

 

 

写真 
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（阿倍野小学校 ＩＣＴ公開授業） 
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； 

 
 

 

１ 学年・組   第５学年１組 ３２名 

２ 場  所   ５年１組教室 

３ 単 元 名   「自動車づくりにはげむ人々」 

４ 目  標    

  ○ 地図や地球儀、統計資料などを活用して自動車の生産や働く人々の様子について調

べ、自動車工業に従事している人々が、消費者の多様な需要や環境に配慮しながら優れ

た製品を生産するために様々な工夫や努力をしていることを理解することができるよう

にする。 

５ 単元の評価規準 

知識・技能 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力・人間性等 

様々な工業製品が国民生活を

支えていることを理解してい

る。 

我が国の各種の工業生産や工

業地域の分布などを理解してい

る。 

工業生産に従事している人々

の工夫や努力、工業生産を支え

ている貿易や運輸などの働きを

理解している。 

 我が国の工業生産は国民生活を

支える重要な役割を果たしてい

ることを理解している。 

地図や地球儀、動画、統計な

どの資料を活用して、我が国の

工業生産の様子や工業製品につ

いて必要な情報を集め、読み取

ることができる。 

調べたことをノートや発表ノ

ートなどにまとめることができ

る。 

我が国の工業生産の様子につい

て、学習問題や予想、学習計画を

考え、表現している。 

工業生産の様子と国民生活とを

関連付けて、工業生産が国民生活

を支える重要な役割を果たしてい

ることを考え、適切に表現してい

る。 

我が国の工業生産の様子に関心

をもち、意欲的に調べている。 

国民生活を支える我が国の工業

生産の発展を考えようとしてい

る。 

６ 指導計画（全１５時間） 

次 時 主 な 学 習 活 動 活動のポイント 

１ １ 
 

・「未来広告ジャパン！」を視聴し、わかっ

たこと、疑問に思ったこと、調べてみたい

と思ったことから、学習計画を立てる。 

・わかったことと疑問に思ったこと、調べてみ

たいと思ったことをふせんに書き、学習の課

題を持てるようにする。 

 ２ 

・自動車工場の配置の工夫に気付くととも

に立地条件について調べ、考えを話し合

う。 

・教科書から調べることで、配置の工夫と立地

条件についての理解を深め、必要な情報を収

集できるようにする。 

 第５学年 社会科学習指導案 
授業者 山田 真衣・二宮 朗子 
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２  

３
・
４
・
５ 

・自動車ができるまでの工程や働く人たち

の作業の様子を調べ、生産にこめられた工

夫や努力について考え、話し合う。 

・教科書、NHK for School、web サイトを

活用して調べることで、工程と働いている人

たちの工夫や努力について理解を深め、必要

な情報を収集できるようにする。 

 「日産自動車九州株式会社 バーチャル工場

見学」 

 「Honda 工場見学 クルマができるまで」 

 「TOYOTA クルマこどもサイト」 

 「JAMA 小学生のためのよくわかる自動車

百科」 

・発表ノートに調べた資料を貼り付け、マーキ

ングしたり文字を書いたりして、まとめノー

トを作る。 

６ 

・自動車工場では、人々が働きやすい仕組み

を整えるとともに、環境に配慮しながら自

動車を生産していることを調べ、その理由

を考え、話し合う。 

・教科書から調べることで、環境に配慮してい

る理由について理解できるようにする。 

 

７ 

・関連工場について調べ、立地条件や作業の

様子などから、関連工場の生産や出荷にお

ける工夫や努力について考え、話し合う。 

・教科書、NHK for School を活用して調べ

ることで、関連工場で働く人たちの生産や出

荷の工夫や努力について理解を深め、必要な

情報を収集できるようにする。 

・発表ノートに調べた資料を貼り付け、マーキ

ングしたり文字を書いたりして、まとめノー

トを作る。 

８ 

・注文通りに部品を納めるための仕組みや

関連工場で働く人の工夫・努力について調

べ、自動車づくりを支える関連工場のはた

らきや、自動車工場と関連工場との結びつ

きについて考え、話し合う。 

・教科書、NHK for School を活用して調べ

ることで、関連工場で働く人たちの工夫や努

力について理解を深め、必要な情報を収集で

きるようにする。 

・発表ノートに調べた資料を貼り付け、マーキ

ングしたり文字を書いたりして、まとめノー

トを作る。 

９ 
・工場で生産された自動車の輸送について

関心をもち、運搬船やキャリアカーに積み

込む仕事の様子や働く人たちの工夫や努

力について考え、話し合う。 

・教科書、NHK for School を活用して調べ

ることで、輸送や運搬に携わる人たちの工夫

や努力について理解を深め、必要な情報を収

集できるようにする。 

・発表ノートに調べた資料を貼り付け、マーキ

ングしたり文字を書いたりして、まとめノー

トを作る。 

10 
・自動車の輸送の経路や方法を調べ、それぞ

れの輸送手段の長所を考え、話し合う。 

・教科書を活用して調べることで、輸送の方法

について理解を深める。 

11 

・

12 

・自動車に乗る人の願いが反映された自動

車づくりや、環境にやさしい自動車づくり

について調べ、これからの自動車づくりに

大切なことについて考え、話し合う。 

・NHK for School、web サイトを活用して

調べることで、人に優しい自動車づくりにつ

いて理解を深め、必要な情報を収集できるよ

うにする。 

 「TOYOTA クルマこどもサイト」 

・発表ノートに調べた資料を貼り付け、マーキ

ングしたり文字を書いたりして、まとめノー

トを作る。 
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3 

13
・
１４
・
１５
（
本
時
） 

・海外の人たちに自動車を買ってもらうた

めに、これまで学習してきた日本の自動車

づくりの魅力を考え、話し合う。 

・働いている人たちの工夫や努力と自動車

工業の発展について考え、話し合う。 

・アピールする内容によってグループを分け、 

これまで作ってきたまとめノートを振り返り

ながら、人々の工夫や努力に着目して日本の

自動車づくりの魅力を考える。 

・web サイトから調べ、情報を収集する。 

「NHK for School」 

「日産自動車九州株式会社 バーチャル工場

見学」 

 「Honda 工場見学 クルマができるまで」 

 「TOYOTA クルマこどもサイト」 

 「JAMA 小学生のためのよくわかる自動車

百科」 

・グループごとに、グループワーク機能を活用

して資料を集め、取捨選択する。 

・アピールする内容を話し合い、資料を提示し

ながら自動車づくりの魅力を伝える。 

 

７ 本時の学習 

《本時の ICT の活用について》 

授業の場所 ■普通教室 □特別教室 □体育館 □運動場 □その他（       ） 

授業形態 □講義形式 ■一斉学習 ■グループ学習 □個別学習 

I C T 活 用 の 場 面 ■導 入  ■展 開  □まとめ  

I C T 活 用 者 ■指導者  ■児 童  □その他（        ） 

I C T 活 用 の 目 的 ■資料の提示(指導者)  ■資料の提示(学習者) □自分の考えをまとめる 

■グループの考えをまとめる  □他者との考えの比較・交流 

□学習内容を調べる  □自分の考えを表現する  □学習の振り返り  

□記録(写真・動画等)  □プレゼンテーション等の作成 

活 用 機 器 
■電子黒板  ■指導者用タブレット端末 

■児童用タブレット端末  ■その他（授業用 PC） 

活用コンテンツ等 
○ SKYMENU Class （発表ノート） 

ICT 活用のポイント 

〇 前時までに集めた資料を活用し、日本の自動車づくりの魅力について考

え、話し合う。 

〇 魅力を伝える時に発表ノートで資料を提示し、全体で共有する。 

 

(1) 目  標 

○ 自動車工業に従事している人々が、消費者の多様な需要や環境に配慮しながら優れた製品

を生産するために様々な工夫や努力をしていることを理解することができる。 

 

(2) 協働的な学び 

 

協働の場面 〇 グループで話し合い、アピールする内容を考えることができる。 

見方・考え方 

○  自動車工業に携わっている人々の工夫や努力に着目し、日本の自動車づくりの

魅力を考える。 

○ 既習事項を応用し、自動車工業に携わっている人々が、消費者の多様な需要や

環境に配慮しながら優れた製品を生産するために様々な工夫や努力をしているこ

とについて思考する。 

言語活動 
〇 資料を活用して話し合うことができる。 

〇 互いの立場や意図を明確にして話すことができる。 
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(３) 展  開（本時 ２／２時） 

 主な学習活動 

◎ＩＣＴ活用のポイント 

☆見方・考え方を働かせるための手立て 

◇言語活動のポイント 

ICT 評価の観点 

 

導 
 

入 

○ 自動車販売店の方の話を聞

き、気づいたことを発表する。 

 

◎自動車販売店の方の話をプロジェクタ

ーで提示することで、児童から出た意

見を全体で共有できるようにする。 

◇資料から読み取ったことを、「○○か

ら、～ということがわかる」など、根

拠を明確にして話すことができる。 

 

 【学びに向かう力・人間性等】 

・グラフを見

て、学習課題

に関心を持

ち、意欲的に

追究しようと

している。 

（行動観察） 

 

展 
 

開 

 

 

 

 

〇 日本の自動車づくりの魅力

について考え、自分がアピー

ルしたいことをノートに書

く。 

 

〇 アピールする内容ごとにグ

ループ分けをし、必要な情報

を収集する。 

・品質のよさ、丁寧さ 

・ジャストインタイム方式 

・ユニバーサルデザイン 

・安全運転への配慮 

・快適な運転への配慮 

・環境への配慮 

 

 

 

 

 

◎「まとめノート」を振り返りながら、

日本の自動車づくりの魅力につい

て、考えられるようにする。 

 

 

◎「まとめノート」と web サイトを活

用することで、必要な情報を収集す

ることができるようにする。 

「NHK for School」 

「日産自動車九州株式会社 バーチャル

工場見学」 

 「Honda 工場見学 クルマができるま

で」 

 「TOYOTA クルマこどもサイト」 

 「JAMA 小学生のためのよくわかる

自動車百科」 

◎グループワーク機能を活用すること

で、班ごとに資料を集め、話し合いな

がら取捨選択することができるように

する。 

☆自動車づくりに携わる人々が、様々な

工程の中で工夫・努力していたことに

着目して考えられるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

【学びに向かう力・人間性等】 

・学習課題に関

心を持ち、意

欲的に追究し

ようとしてい

る。 

（行動観察） 

 

あなたは、自動車会社の社員です。来年は東京オリンピックが日本で開催され、日

本を訪れる外国人がさらに増えます。外国でもっと日本の自動車に興味を持っても

らえるように、外国人向けに日本の自動車の魅力を伝えるイベントを開くことにな

りました。日本の自動車づくりの魅力をアピールしましょう。 

電子黒板 

授業用 

PC 

タブレット

端末 
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展 
 

開 

 

 

 

〇 日本の自動車づくりの魅力

について、グループごとにア

ピールする内容を話し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 考えたアピールを発表す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 グループで話し合い、発表

する。 

 

 

 

 

◎これまでの学習で発表ノートにまとめ

てきた「まとめノート」や資料から、

どのような工夫や努力があるか考えら

れるようにする。 

◎アピールする内容に合う資料を選ぶこ

とで、わかりやすく伝えられるように

する。 

☆全体で視点を確認し、工夫や努力に着

目して考えられるようにする。 

◇伝えたい内容とその理由や根拠を明確

にして話し合うことができるようにす

る。 

 

◎アピールする内容を話し合い、資料を

提示しながら自動車づくりの魅力を伝

える。 

☆お互いに伝え合うことで、日本の自動

車づくりの魅力が理解できるようにす

る。 

◇「〇〇が日本の自動車づくりの魅力だ

と思います。その理由は～や～だから

です。」など、自分たちの立場を明確に

して話すことができる。 

 

 

 

☆日本の自動車は、乗る人だけでなく、そ

こに暮らしている人のことも考えて工

夫して作られていることを捉える。 

  

 

 

【知識・技能】 

・今まで集めた

資料を活用し

て、必要な情

報を集めるこ

とができる。 

（発表ノー

ト） 

【思考力・判断力・ 

表現力等】 

・働いている人

の工夫や努力

と工業生産の

発展を関連付

けて考えてい

る。（話し合

い） 

 

 

ま 
と 

め 

〇 日本の自動車工業について

まとめる。 

・乗る人のことだけでなく、周

りにいる人のことも考え

て、人にやさしい自動車づ

くりが、日本の自動車づく

りの魅力だ。 

   

(４) 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電子黒板 

 投影内容 

導 入 
・自動車販売員の方の話 

展 開 
・児童の発表ノート 

まとめ 
 

 

まとめ乗る人のことだけでなく、周りにいる人のことも考えて、

人にやさしい自動車づくりが、日本の自動車づくりの魅力だ。 

 

めあて日本の自動車づくりには、どんな魅力があるのだろう。 

 

電子黒板 

授業用 

PC 

タブレット

端末 

調べる 

・品質の良いていねいな自動車

づくり 

・注文や時間に正確な自動車づ

くり 

・安全・安心な自動車づくり 

・人にやさしい自動車づくり 

・環境にやさしい自動車づくり 

この魅力に、共通している工夫や努力は何でしょう。 

この魅力に共通している工夫

や努力は何だろう。 

・乗る人のことを考えている。 

 （安全、人にやさしい、てい

ねい、正確） 

・周りにいる人のことも考えて

いる。 

（安全、環境） 

日本の自動車づくりには、どんな魅力があるのだろう。 
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１ 学年・組   第６学年１組 ３2 名 

２ 場  所   ６年１組教室 

３ 単 元 名   「比例と反比例」 

４ 目  標    

〇 伴って変わる２つの数量の関係を考察することを通して、比例や反比例の関係について理解

し、関数の考えを伸ばすことができる。 

  ○ 学習した内容を活用して記号を組み合わせ、グラフに表す方法を考えることができる。 

○ 自分や他者の意見を尊重し、協働して作業に取り組み、課題を解決するために、試行錯誤を

通してやり遂げようとすることができる。 

５ 単元の評価規準  

 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力・人間性等 

算
数
科 

比例の関係について

理解している。 

反比例の関係につい

て理解している。 

比例の関係にある２

つの数量の関係を、

式、表、グラフに表す

ことができる。 

 比例の関係という観点から、伴って変わる

２つの数量の関係について考えている。 

 式、表、グラフを用いて、比例の関係の特

徴を調べている。 

 

身の回りの伴って変わる

２つの数量の中から比例の

関係にあるものを見付けよ

うとしている。 

比例・反比例の関係を用

いて、問題を解決しようと

している。 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ 

身近な生活の中でコ

ンピュータが活用され

ている場面を自ら見出

し、その仕組みを考え

る。 

 

目的や意図に合わせて筋道立てて見通しを

立てる。（論理的に考えを進める） 

大きな動きはいくつかの小さな動きに分け

られることに気付き、大きな動きを小さな動

きに適切に分ける。（動きに分ける） 

目的や意図に合わせ、必要な要素を適切に

見出す。（記号にする） 

見出したものごとの類似性や関係性を適用

し、問題解決に利用する。（一連の活動にす

る） 

意図した活動を実現するため、複数の手順

を適切に組み合わせてより効果的な手順を創

る。（組み合わせる） 

目的や意図したことに対しての手順を考察

し、問題がある場合は理由を考えたり改善方

法を考えたりし、さらによい方法を追求す

る。（振り返る） 

課題を達成するために、

試行錯誤して最後まで計画

的にやり遂げようとする態

度を養う。 

身近な問題の発見や解決

のためにコンピュータをど

のように活用できるかを考

えようとする態度を養う。 

（出典）：プログラミングで育成する資質・能力の評価規準（㈱ベネッセコーポレーション）

（http://benes.se/keyc）（2019年 10月 9日にアクセス） 

 

 

 

 

 

 

 第 6 学年 算数科（プログラミング） 学習指導案 
授業者 別所 英文 
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６ 指導計画（全１７時間） 

次 時 主 な 学 習 活 動 活動のポイント 

１ 

 ２ 

１
～
３ 

・y が x に比例するとき、y＝決まった数×x

と表せることを理解する。 

 

２ ４ ・比例の性質について理解する。  

３ ４ 

５
・
６ 

・比例の関係をグラフに表して考察し、比例の

グラフの特徴を理解する。 

 

７ 

・比例のグラフを考察することを通して、比例

のグラフについて理解を深める。 

 

４ 

８
・
９ 

・比例の性質を活用し、問題を解決する。  

10 ・学習内容を適用して問題を解決する。  

５ 

11 ・反比例の意味について理解する。  

12 

・ 

13 

・y が x に反比例するとき、y＝決まった数÷

x と表せることを理解する。 

 

 

14 ・反比例の性質について理解する。  

15 

・反比例の関係をグラフに表して考察し、反比

例のグラフの特徴を理解する。 

 

発
展 

16
（
本
時
） 

・コンピュータで比例・反比例のグラフをか

く。（プログラミング） 

・2 つの数量の関係に着目させ、点の打ち方を

考えさせる。 

・ｙ＝決まった数×ｘの式をどのように活用す

ればよいかについて話し合わせる。 

・ブロックをどのように活用すればよいかをペ

アやグループ、全体で話し合い、試行錯誤を

繰り返しながら課題解決を目指すことができ

るようにする。 

ま
と
め 

17 

・学習内容の定着を確認し、理解を確実にす

る。 

・やる Key を活用することで、学習内容を自分

のペースに合わせて自力解決できるようにす

る。 

 

７ 展  開 

《本時の ICT の活用》 

授業の場所 ■普通教室 □特別教室 □体育館 □運動場 □その他（       ） 

授業形態 □講義形式 ■一斉学習 ■グループ学習 □個別学習 

I C T 活 用 の 場 面 ■導 入  ■展 開  ■まとめ 

I C T 活 用 者 ■指導者  ■児 童  □その他（        ） 

I C T 活 用 の 目 的 ■資料の提示(指導者) □資料の提示(学習者)  □自分の考えをまとめる 

■グループの考えをまとめる  ■他者との考えの比較・交流 

□学習内容を調べる  □自分の考えを表現する  □学習の振り返り  

□記録(写真・動画等)   □プレゼンテーション等の作成 

活 用 機 器 
■電子黒板  □指導者用タブレット端末 

■児童用タブレット端末        ■その他（ 授業用 PC  ） 

・習熟度別少人数学習で行う。 

 

・デジタル教科書を活用するこ

とで、2 つの数量の変化やグ

ラフのかき方などについて、

視覚的にとらえることができ

るようにする。 

 

・タブレット端末を活用し、話

し合いを活発に行うことがで

きるようにする。（習熟度に合

わせて） 

 

・Excel を活用し、デジタルでグ

ラフを表すことができるよう

にする。（習熟度に合わせて） 
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活用コンテンツ等 
○ Scratch Desktop 

○ SKYMENU Class（発表ノート） 

ICT 活用・プログラミン

グのポイント 

○ デジタル教科書上でグラフをかく様子を見せることで、プログラミング

すればコンピュータでグラフをかけることをつかむことができるようにす

る。 

○ デジタル教科書のグラフの点の位置をマーキングすることで、比例の性

質を想起させすくする。 

○ Scratch のソフトウェア（大日本図書 「たのしい算数ウェブ」参照）を

活用し、グラフのｘ座標に１マスずつ点を打つプログラムを提示すること

で、活動のイメージを持たせやすくする。 

○ 反復を利用することで、コーディングが簡単になることを想起させる。 

○ 発表ノートを活用することで、考えをフローチャートに表すことができ

るようにする。 

○ ブロックをどのように活用すればよいかをペアやグループ、全体で話し

合い、試行錯誤を繰り返しながら課題解決を目指すことができるようにす

る。 

○ 電子黒板を活用し、自分たちが考えたプログラムを報告することで、互い

のペアの考え方を知ることができるようにする。 

○ 比例の式を活用したプログラムから、反比例も式を活用できることに気づ

くことができるようにする。 

 

(1) 目  標 

○ コンピュータで比例の関係を表すグラフをかくために、ペアやグループで協力して比例の

性質を活用したプログラムを考えることができる。 

 

(2) 協働的な学び 

 

(３) 展  開 

 主な学習活動 

◎ＩＣＴ活用・プログラミングのポイント 

☆見方・考え方を働かせるための手立て 

◇言語活動のポイント 

ICT 評価の観点 

導 
 

入 

○ 既習の比例の問題を振り返

り、比例の関係はグラフに表

すことができたことを確認す

るとともに、学習課題をつか

む。 

 

◎デジタル教科書上でグラフをかく様子

を見せることで、プログラミングすれ

ばコンピュータでグラフをかけること

をつかむことができるようにする。 

 【知識・技能】 

・身近な生活の中で

コンピュータが活

用されている場面

を自ら見出し、そ

の仕組みを考え

る。（発言） 

 

 

○ 問題に出あう。 

 

 

 

 

 

   

協働の場面 〇 Scratch を使って比例の関係を表すグラフのプログラムを考える。 

見方・考え方 
〇 2 つの数量の関係に着目して、比例の性質を捉える。 

〇 比例の性質を応用して、グラフに点を打つ記号の組み合わせについて思考する。 

言語活動 〇 意図を明確にしながら話し合い、考えを広げる。 

電子黒板 

授業用 

PC 

コンピュータで比例の関係を表すグラフをかくには、 

どのようなプログラムにすればよいのだろう。 

底辺が２cm の平行四辺形の、面

積ｙc ㎡が高さｘcm に比例する関

係をグラフに表しましょう。 
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展 
 

 

開 

〇 表とグラフから、比例の性

質を再確認する。 

 （ｘが 1 増えると） 

・ｙは 2 増える。 

・ｙ＝2×ｘ 

 

〇 ｘ座標の点の打ち方を知

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ ペアで比例の関係を表すグ

ラフのプログラムを考え、試

行する。 

 ・プログラムを考える。 

     ↓ 

 ・タブレットで入力・試行 

     ↓ 

 ・うまくいかなかった理由を

考える。 

 

 

 

 

 

 

〇 うまくできたペアのプログ

ラムを考える。 

 （ｘが 1 増えると） 

・ｙは 2 増える。 

・ｙ＝2×ｘ 

    ↓ 

  考えられていない場合は、

全体で考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎デジタル教科書のグラフの点の位置を

マーキングすることで、比例の性質を

想起させやすくする。 

☆２つの数量の関係に着目させ、点の打ち

方を考えさせる。 

 

◎Scratch のソフトウェア（大日本図書 

「たのしい算数ウェブ」参照）を活用し、

グラフのｘ座標に１マスずつ点を打つ

プログラムを提示することで、活動のイ

メージを持たせやすくする。 

◎反復を利用することで、コーディングが

簡単になることを想起させる。 

 

 

 

◎発表ノートを活用することで、考えを

フローチャートに表すことができるよ

うにする。 

◎ブロックをどのように活用すればよい

かをペアやグループで話し合い、試行

錯誤を繰り返しながら課題解決を目指

すことができるようにする。 

◇自分の考えを伝える際に理由や根拠を

明確にして伝えることで、相手の理解

が深まるようにする。 

◇「〇さんの考えと少し違って、～した

方がいいのでは。」など友だちの考えを

生かした発言をさせることで、自分の

考えが広がるようにする。 

 

◎電子黒板を活用し、自分たちが考えたプ

ログラムを報告することで、互いのペア

の考え方を知ることができるようにす

る。 

 

 

☆ｙ＝決まった数×ｘの式をどのように

活用すればよいかについて話し合わせ

る。 

◎ブロックをどのように活用すればよい

かを全体で話し合い、試行錯誤を繰り

返しながら課題解決を目指すことがで

きるようにする。 

◇自分の考えを伝える際に理由や根拠を

明確にして伝えることで、相手の理解

が深まるようにする。 

◇「〇さんの考えと少し違って、～した

方がいいのでは。」など友だちの考えを

生かした発言をさせることで、自分の

考えが広がるようにする。 

 【知識・技能】 

・比例の関係にある

２つの数量の関係

を、式、表、グラ

フに表すことがで

きる。（発言） 

【思考力・判断力・表現力等】 

・目的や意図に合わせ

て筋道立てて見通し

を立てる。 

（発表ノート） 

・大きな動きはいくつ

かの小さな動きに分

けられることに気付

き、大きな動きを小

さな動きに適切に分

ける。 

（発表ノート） 

・目的や意図に合わ

せ、必要な要素を適

切に見出す。 

（Scratch） 

・見出したものごとの

類似性や関係性を適

用し、問題解決に利

用する。 

（Scratch） 

・意図した活動を実現

するため、複数の手

順を適切に組み合わ

せてより効果的な手

順を創る。 

（Scratch） 

・目的や意図したこと

に対しての手順を考

察し、問題がある場

合は理由を考えたり

改善方法を考えたり

し、さらによい方法

を追求すること。 

（発表ノート・Scratch） 

【学びに向かう力・人間性等】 

・課題を達成するため

に、試行錯誤して最

後まで計画的にやり

遂げようとする態度

を養う。（行動） 

タブレット

端末 

電子黒板 

授業用 

PC 

電子黒板 

タブレッ

ト端末 

比例の性質を使ったプログラムにするには、記号をどのように組み合わせたらいいのだろう。 
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ま 

と 

め 

〇 反比例の関係を表すグラフ

をかく練習問題に取り組む。 

 

 

 

 

 

 

〇 本時の学習を振り返る。 

・学習した内容を活用したプ

ログラムを使えば、コンピ

ュータでグラフをかくこと

ができる。 

 

◎比例の式を活用したプログラムから、反

比例も式を活用できることに気づくこ

とができるようにする。 

◎ブロックをどのように活用すればよい

かをペアやグループで話し合い、試行錯

誤を繰り返しながら課題解決を目指す

ことができるようにする。 

 【学びに向かう力・人間性等】 

・反比例の関係を用

いて、問題を解決

しようとしてい

る。 

（Scratch） 

 

 

・身近な問題の発見

や解決のためにコ

ンピュータをどの

ように活用できる

かを考えようとす

る態度を養う。 

（ワークシート・発言） 

 

 

 

(４) 板書計画 

(ホワイトボード①)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 （ホワイトボード②） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電子黒板 

授業用 

PC 

タブレッ

ト端末 

問題 

 

             

 

 

・ｘが１増えると 

① ｙは 2 増える。  ② y=2×ｘ 

 

まとめ 

学習した内容を活用したプログラムを使えば、コンピュータでグラフ

をかくことができる。 

 

めあて コンピュータで比例の関係を表すグラフをかくには、どのようなプログラムにすればよいのだろう。 

電子黒板 

 投影内容 

導 入 
・問題・グラフ 

（デジタル教科書） 

展 開 
・発表ノート 

・Scratch のソフトウェア 

まとめ 
・反比例の問題 

 

底辺が２cm の平行四辺形の、面積ｙc ㎡が高さｘcm に比例する

関係をグラフに表しましょう。 

 

活動の手順 
使用するブロック 

 

が押されたとき 

まで繰り返す 

プログラムを考える 

Scratch に入力・試行 

うまくいかなかった理由を考える 
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（阿倍野小学校 ＩＣＴ公開授業） 
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１ 学年・組   特別支援学級（第１学年）３名 

２ 場  所   プレイルーム 

３ 単 元 名   「ことば・かず はじめのいっぽ」 

４ 目  標 

  ○ 手遊びや読み聞かせ、指導者・友達とのやり取りを通して言葉や数に慣れ親しみ、国語・算

数の学習の基礎となる文字・言葉・数に対する感覚を養うとともに、学習の見通しを持ち、着

座して課題に取り組むことができる。 

   

５ 単元の評価規準 

知識・技能 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力・人間性等 

ひらがな（かたかな）を読む

ことができ、１文字が１音を表

すことや、文字の組み合わせに

よって言葉が構成されているこ

とに気付いている。 

10 程度までの数についてイ

メージを持ち、指やブロックで

表すことができる。 

習った文字や数字を正しく丁

寧に書くことができる。 

指導者の問いをよく聞き、適切

に答えを返すことができる。 

絵本の内容に関連した思いや考

えを、話型に沿って指導者や友達

に伝えることができる。 

数が増えたり減ったりといった

場面を具体物の操作や式で表すこ

とができる。 

学習の見通しを持ち、着座し

て課題に取り組むことができ

る。 

文字や言葉、数に関心を持

ち、意欲的に活動に参加してい

る。 

 

６ 指導計画 

次 主 な 学 習 活 動 活動のポイント 

１ 

・ひらがなと出あい、自分の名前を書

く。 

 

 

 

・手遊びを楽しむ。 

・詩の音読（暗唱）をする。 

・紙と鉛筆を使った練習と併用して発表ノートを活用し、

なぞって書く、手本を見て書く、１文字をパーツごとに

分けて練習するなどの個に応じた手立てを取ることで、

書ける喜びを味わえるようにする。 

・手遊びをしたり、同じ詩を繰り返し読んだりすること

で、言葉のリズムを楽しみ、姿勢や声の大きさ、速さな

どに気を付けて、自信をもって発語できるようにする。 

２
（
本
時
） 

・ひらがな（かたかな）の読み方・書き

方を、絵本に出てくる絵や言葉と関

連付けて覚える。 

 

・マッチング課題やごっこ遊びを通じ

て数を数え、数字や式で表す。 

・「あっちゃんあがつく」の絵本を繰り返し読み聞かせるこ

とで、自然にひらがなの読みが定着するようにする。 

・発表ノートを活用することで、正しい筆順や字形を習得

しやすくする。 

・読み聞かせや遊びの中で、発表する機会を多く持たせる

ことで、指名されてから発言するなどの学習のきまりや

話型に沿った話し方を身に付けられるようにする。 

・指導者が発表ノートにあらかじめ練習問題を作っておく

ことで、子どもが見通しをもって１人で学習に取り組め

るようにする。 

３ 

・友達と協力し、文字カードをならべて

言葉を作る。 

・きまりを守って文字や数字を使った

ゲームに参加する。 

・タブレット端末のカメラ機能を使って、できた言葉を記

録することで、振り返ることができるようにする。 

・遊びを通して文字や数字に慣れ親しみ、使えるようにする。 

 

 

特別支援学級① 生活単元学習 学習指導案 
   授業者 米倉 恵夢・二宮 朗子 
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７ 本時の学習 

《本時の ICT の活用について》 

授業の場所 □普通教室 ■特別教室 □体育館 □運動場 □その他（       ） 

授業形態 □講義形式 □一斉学習 ■グループ学習 ■個別学習 

ICT 活 用の場面  □導 入  ■展 開  □まとめ  

I C T 活 用 者  ■指導者  ■児 童  □その他（        ） 

ICT 活 用の目的  ■資料の提示(指導者)  □資料の提示(学習者) □自分の考えをまとめる 

□グループの考えをまとめる  □他者との考えの比較・交流 

□学習内容を調べる  ■自分の考えを表現する  □学習の振り返り  

□記録(写真・動画等)  □プレゼンテーション等の作成 

活 用 機 器  
□電子黒板  □指導者用タブレット端末 

■児童用タブレット端末  □その他（     ） 

活用コンテンツ等 ○  SKYMENU Class（発表ノート） 

ICT 活用のポイント 

○ 発表ノートを活用して繰り返し練習することで、正しい筆順や字形を習

得しやすくする。 

〇 プリントと併用してタブレット端末を使用することで、意欲を持続でき

るようにする。 

 

(1) 目  標 

○（A 児） 

①絵本に注目して読み聞かせを聞くことができる。 

②筆順に気をつけて丁寧にかたかなを書くことができる。 

③たし算の式の意味が分かり、計算することができる。 

○（B 児） 

①言葉のリズムを楽しみながら読み聞かせを聞き、簡単な質問に答えることができる。 

②自分の名前を書くことができる。 

③５までの数を具体物で表すことができる。 

○（C 児） 

①絵や言葉に関心を持って読み聞かせを聞き、話型に沿って自分の考えを伝えることができ

る。 

②ひらがなの読み方を知り、筆順や字形に気を付けて書くことができる。 

③場面をたし算・ひき算の式に表し、計算することができる。 

 

(2) 協働的な学び 

 

 

 

 

 

 A 児・B 児・C 児 B 児・C 児 

協働の場面 
〇 「あっちゃんあがつく」の絵本をみ

んなで一緒に読む。 

〇 たし算・ひき算の場面を、具体物を

使って表す。 

見方・考え方 

〇 言葉を構成する文字を、絵を手がか

りにして捉える。 

〇 自分の思いや考え、経験等を絵本の

内容と関連付けて発表する。 

〇 「あげる」「もらう」「たべる」などの

言葉に着目して場面を捉える。 

〇 数唱と具体物の操作を一致させて数

の大きさや増減を捉え、思考する。 

言語活動 

〇 話したいことを決め、声の大きさや

速さに気を付けて丁寧な言葉づかいで

発表する。 

〇 大事な言葉を落とさないように聞

き、話し合う。 
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(３) 展  開 

 

〇主な学習活動 

◎ＩＣＴ活用のポイント 

☆見方・考え方を働かせるための手立て 

◇言語活動のポイント 

評価の観点 

 

A 児 B 児 C 児  

導 
 

入 

 

 

 

〇 はじめのあいさつをす

る。 

○ 音読をする。 

 

 

 

 

〇 はじめのあいさつをす

る。 

○ 音読をする。 

 

 

 

 

〇 はじめのあいさつをす

る。 

○ 音読をする。 

 

【学びに向かう

力・人間性等】 

・意欲を持っ

て活動に参

加し、言葉

のリズムを

楽しんでい

る。 

（行動観察） 

展 
 

開 

 

〇 文字に着目して読み聞

かせを聞く。 

☆話しかけたり、文字を指

し示したりすることで興

味を持続させる。 

◇友達や指導者が読む声を

聞くことで、言葉や読書

に関心を持つことができ

るようにする。 

 

 

 

 

 

〇 読み聞かせを聞きなが

ら、一緒に声を出して読

む。 

・絵を見て内容を捉え、

指導者の簡単な質問に

答える。 

☆質問することで、内容の

理解を助け、発言を引き

出す。 

◇正しい言葉づかいを意識

させる。 

 

 

 

 

〇 文字に着目して読み聞

かせを聞きながら、一緒

に声を出して読む。 

・絵を見て内容を捉え、

自分の思いや考えを話

型に沿って発表する。 

☆話型の見本を提示するこ

とで、思いや考えを発表

しやすくする。 

◇正しい言葉づかいや態度

を意識させる。 

 

 

【思考力・判断力・表現力等】 

・絵本の内容

から発想を

膨らませ、

思いや考え

を適切に表

現している。 

 （行動観察） 

【知識・技能】 

・絵本に出て

くる絵や言

葉と文字を

関連付けて

捉える。 

（行動観察） 

 

〇 かたかなの読み方を確

かめる。 

◎タブレット端末を活用す

ることで、１人で課題に

取り組むことができる。 

 

〇 運筆の練習をする。 

 

〇 かたかなの練習をす

る。 

・タブレット端末で筆順

を習得してから、プリ

ントで練習する。 

〇 運筆の練習をする。 

 

〇 名前を書く練習をす

る。 

・タブレット端末で字形

を確認してから、プリ

ントで練習する。 

◎発表ノートを活用して練

習することで、筆順や字

形を身に付けやすくす

る。 

 

〇 数字カードとブロック

のマッチング課題をす

る。 

〇 既習のひらがなの読み

方を復習する。 

・マッチング課題で遊び

ながら定着するようにす

る。 

 

〇 ひらがなを書く練習を

する。 

・タブレット端末で筆順

を習得してから、プリン

トで練習する。 

◎発表ノートを活用して練

習することで、筆順や字

形を身に着けやすくす

る。 

【知識・技能】 

・筆順や字形

に気を付け

て、正しく

文字を書い

ている。 

（発表ノート・プリント） 

【学びに向かう

力・人間性等】 

・指示を理解

し、自分の

力で学習課

題に取り組

んでいる。 

（行動観察） 

タブレット

端末 

めあて「なかよくする きまりをまもる さいごまでがんばる」 

タブレット

端末 

タブレット

端末 

タブレット

端末 
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展
開 

 

〇 たし算の練習問題に取

り組む。 

 

〇 お店屋さんごっこをす

る。 

・具体物を操作し、数を

数える。 

☆動作化することで場面を

理解しやすくする。 

◇操作を通して友達とやり

取りができるようにす

る。 

 

〇 お店屋さんごっこをす

る。 

・具体物を操作し、品物

の数を式に表す。 

☆ポイントとなる言葉を強

調して伝え、理解しやす

くする。 

◇自分の考えを適切に友達

に伝えることができるよ

うにする。 

 

 

【思考力・判断力・表現力等】 

・各自の課題

に沿って活

動に取り組

んでいる。 

（発表ノート・行動観察） 

 

ま 

と 

め 

〇 おわりのあいさつをす

る。 

〇 おわりのあいさつをす

る。 

〇 おわりのあいさつをす

る。 

【学びに向かう

力・人間性等】 

・学習を振り

返り、自分

や友達の頑

張りを認め

ている。 

（行動観察） 

 

 

タブレット

端末 

タブレット

端末 

タブレット

端末 
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１ 学年・組   特別支援学級（第４学年）５名 

２ 場  所   プレイルーム 

３ 単 元 名   「国語科・算数科 漢字や計算にチャレンジ！」 

４ 目  標 

〇 指導者・友達とのやり取りや、音読を通じて言葉に慣れ親しみ、国語・算数の学習の基礎と

なる文字・言葉・数に対する感覚を養う。また、学習の見通しを持って、１人で課題に取り組

むことができる。 

 

５ 単元の評価規準 

知識・技能 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力・人間性等 

ひらがなやかたかなを読むこ

とができ、単語として意味を理

解している。また、曜日や数字

の漢字を筆順に気を付けて書く

ことができる。 

７程度までの数の分解が分か

り、言葉で伝えることができ

る。 

習った文字や数字、漢字を正

しく丁寧に書くことができる。 

指導者や友だちの話をよく聞

き、適切な答えを返すことができ

る。 

友だちの音読を聞き、アドバイ

スをすることができる。 

たし算の式を見て、具体物や指

を使い、工夫して計算をすること

ができる。 

学習の見通しを持ち、一人で

課題に取り組むことができる。 

文字や言葉、数に関心を持

ち、意欲的に活動に参加してい

る。 

 

６ 指導計画 

次 主 な 学 習 活 動 活動のポイント 

１ 

・かたかなを、筆順に気を付けながら書く。 

 

 

 

 

・詰まる音に気をつけて、促音が含まれている

単語を読む。 

・遊びやゲームを通じて数の大小を理解する。 

・発表ノートを活用することで、正しい筆順や

字形を習得しやすくする。 

・かたかなが使われている単語を書き、書いた

字を読むことで、読みも合わせて学べるよう

にする。 

・発表ノートを活用し、文字を並べ替えること

で、促音について理解できるようにする。 

・ブロックなどの具体物を数え、比較すること

で数の大小についての理解が深まるようにす

る。 

２
（
本
時
） 

・曜日や数字の漢字を読み、書く。 

 

 

 

 

 

・簡単な数のたし算をする。 

・マッチング課題を使うことで、漢字の読みが

定着するようにする。また発表ノートを活用

し、正しい筆順や字形で字を書けるようにす

る。 

・筆順を学んだあとにノートやプリントに漢字

を書き、字形が定着するようにする。 

・具体物を使って何度も繰り返し学習すること

で、たし算のしくみが理解できるようにす

る。 

特別支援学級② 国語科・算数科 学習指導案 
   授業者 須田 帆南・櫻井 里絵 
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３ 

・１年生で学習する漢字を読み、書く。 

 

 

 

・たし算の文章問題に取り組む。 

・マッチング課題を使うことで、漢字の読みが

定着するようにする。また発表ノートを活用

し、正しい筆順や字形で字を書けるようにす

る。 

・「たす」ことの意味を理解し、文章を聞いて

答えの求め方が理解できるようにする。 

 

７ 本時の学習 

《本時の ICT の活用について》 

授業の場所 □普通教室 ■特別教室 □体育館 □運動場 □その他（       ） 

授業形態 □講義形式 □一斉学習 ■グループ学習 ■個別学習 

ICT 活 用 の 場 面  □導 入  ■展 開  □まとめ  

I C T 活 用 者  ■指導者  ■児 童  □その他（        ） 

ICT 活 用 の 目 的  ■資料の提示(指導者)  □資料の提示(学習者) □自分の考えをまとめる 

□グループの考えをまとめる  ■他者との考えの比較・交流 

□学習内容を調べる  ■自分の考えを表現する  □学習の振り返り  

■記録(写真・動画等)  □プレゼンテーション等の作成 

活 用 機 器  
□電子黒板  ■指導者用タブレット端末 

■児童用タブレット端末  ■その他（ヘッドホン） 

活用コンテンツ等 

○ SKYMENU Class（発表ノート） 

○ 動画記録機能 

〇 やる Key 

ICT 活用のポイント 

○ 発表ノートを活用して繰り返し練習することで、正しい筆順や字形を習

得しやすくする。また、たし算の式を見て、空いているところの数字をお

はじきの絵を見て考え、答えることができる。 

○ 指導者の音読を聞き、単語や語彙を学べるようにする。 

〇 算数で学習している内容や、プリント学習で間違えた問題の単元をやる

Key で振り返ることで、一人一人に合った学習ができるようにする。 

 

(1) 目  標 

○（A 児） 

 ①自分の名前を呼ばれたら返事をするなど、タイミングよく発言することができる。 

②詩のリズムを楽しみ、友だちや指導者と語尾を合わせて音読の発表をすることができる。

③「手前・奥」の言葉の意味が分かり、進んでマッチング課題に取り組むことができる。 

○（B 児） 

 ①学習の見通しを持って、課題に取り組むことができる。 

②数の分解を理解し、指導者や友だちに伝えることができる。 

③教材を操作しながら、促音が使われている単語の正しい字の並びを理解することができる。 

○（C 児） 

 ①学習の見通しを持って、着座して課題に取り組むことができる。 

②数の分解を理解し、指導者や友達に伝えることができる。 

③教材を操作しながら、促音が使われている単語の正しい字の並びを理解することができる。 

○（D 児） 

 ①友だちの音読を聞き、アドバイスすることができる。 

②字形に気を付けて、名前や漢字を丁寧に書くことができる。 

③問題をしっかり読み、１人で学習課題に取り組むことができる。 

○（E 児） 

 ①友達の音読を聞き、アドバイスすることができる。 

②２年生程度の漢字を書くことができる。 

③算数の既習内容を理解し、１人で問題を解くことができる。 
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 (2) 協働的な学び 

 

 A 児・B 児・C 児・D 児・E 児 B 児・C 児 

協働の場面 〇 詩の音読を、声を合わせて行う。 ○ 発表ノートを見て、拗音の使い方を学

習する。 

見方・考え方 

〇 声の大きさや速さに着目して、友

達の音読を聞く。 

〇 詩を指差しながら音読をすること

で、文字と言葉が一致するようにす

る。 

〇 小さい「っ」をどこに入れればよいか

を、発表ノートのカードを操作しながら

思考する。 

〇 単語の読み方を頼りにして、正しい単

語の並び方を捉える。 

言語活動 

〇 声の大きさや速さに気を付けて、

話型に沿ってアドバイスする。 

〇 自分の発表ノートと友達の発表ノート

を比べて、自分と同じ考えかどうかを友

達や指導者に伝える。 

 

(３) 展  開 

 

〇 主な学習活動 

◎ＩＣＴ活用のポイント 

☆見方・考え方を働かせるための手立て 

◇言語活動のポイント 

評価の観点 

A 児 B 児 C 児 D 児 E 児  

導 
 

入 

 

 

 

○  あ い さ

つ・はじめ

の 会 を す

る。 

○ 詩の音読

をする。 

☆指導者と一

緒に音読を

す る こ と

で、語尾を

合わせて言

えるように

する。 

  

 

 

 

○  あ い さ

つ・はじめ

の 会 を す

る。 

○ 詩の音読

をする。 

☆詩を指差し

ながら音読

をすること

で、文字と

言葉が一致

するように

する。 

 

 

 

○  あ い さ

つ・はじめ

の 会 を す

る。 

○ 詩の音読

をする。 

☆詩を指差し

ながら音読

をすること

で、文字と

言葉が一致

するように

する。  

 

 

 

○  あ い さ

つ・はじめ

の 会 を す

る。 

○ 詩の音読

をする。 

☆アドバイス

の視点を提

示すること

で、友達に

自分の意見

を伝えられ

るようにす

る。 

◇声の大きさ

や速さに気

を付けて、

話型に沿っ

てアドバイ

スする。 

 

 

 

○  あ い さ

つ・はじめ

の 会 を す

る。 

○ 詩の音読

をする。 

☆アドバイス

の視点を提

示すること

で、友達に

自分の意見

を伝えられ

るようにす

る。 

◇声の大きさ

や速さに気

を付けて、

話型に沿っ

てアドバイ

スする。 

 

【学びに向かう

力・人間性等】 

・意欲を持って

活動に参加

し、言葉のリ

ズムを楽しん

で音読をして

いる。 

（行動観察） 

めあて「なかよく かしこく まじめにがんばる」 
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展 
 

開 

○ 筆記用具

を使って描

く練習をす

る。 

・いろいろな

筆記用具を

使い、線や

円を描く練

習をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 友達の言

葉を聞きな

がら、声を

合わせて指

導者や友だ

ちと一緒に

数 を 数 え

る。 

 

 

 

 

○ 指導者が

あらかじめ

録音してお

いた音読を

聞く。 

◎指導者の音

読を聞き、

単語や語彙

の理解が深

まるように

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 漢字の練

習をする。 

◎指導者があ

らかじめ課

題の量を設

定すること

で、学習の

見通しが持

てるように

する。 

 

 

 

 

○ 具体物を

使って数の

分解を学習

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 促音が使

われている

単語の字を

並べ替え、

正しい単語

の並びを考

える。 

 

 

 

☆小さい「っ」

をどこに入

れればよい

か発表ノー

トのカード

を操作しな

がら思考す

る。 

 

 

 

○ たし算の

練 習 を す

る。 

・発表ノート

に お は じ

き の 画 像

を 貼 っ て

お く こ と

で、計算す

る と き の

手 立 て と

な る よ う

にする。 

 

○ 具体物を

使って数の分

解 を 学 習 す

る。 

 

 

 

 

 

 

   

 

○ 促音が使

われている

単語の字を

並べ替え、

正しい単語

の並びを考

える。 

☆単語の読み

方を頼りに

して、正し

い単語の並

び方を捉え

る。 

 

 

 

 

 

○ 漢字の練

習をする。 

・漢字の字形

や筆順に気

をつけて、

漢字の練習

をする。 

・時間内に全

ての字が書

けるように

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 漢字テス

トをし、間

違えたとこ

ろを直す。 

・間違えた漢

字 を て い

ね い に 練

習 す る こ

とで、字形

が 習 得 で

き る よ う

にする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 漢字の練

習をする。 

・漢字の字形

や筆順に気

をつけて、

漢字の練習

をする。 

・丁寧に書く

ように意識

させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ ３年生の

算数の学習

をプリント

でする。 

・既習の内容

を振り返り

ながら、学

習内容が定

着するよう

にする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学びに向かう

力・人間性等】 

・（D 児・E

児）自分の

やるべき課

題を理解

し、１人で

学習に取り

組むことが

できる。 

 （行動観察） 

 

 

 

 

 

 

【知識・技能】 

・（B 児・C

児）箱の中

に入ってい

る数がいく

つかを考

え、友だち

や指導者に

伝えてい

る。 

（行動観察） 

 

【思考力・判断力・表現力等】 

・（B 児・C

児）正しい

単語の並び

について、

言葉を並べ

替えながら

思考してい

る。 

（発表ノート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タブレット

端末 タブレット

端末 

タブレット

端末 
タブレット

端末 
タブレット

端末 
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○ 「手前・

奥」のマッ

チング課題

をする。 

・指導者の言

葉 を よ く

聞き、正し

い 動 作 が

で き る よ

う に 音 を

出 し た り

声 掛 け を

し た り す

る。 

○ ４年生の

算数の学習

に 取 り 組

む。 

（やる Key） 

○  プリン

トで間違

えた算数

の単元の

学習に取

り組む。

（ や る

Key） 

【思考力・判断力・表現力等】 

・（A 児）指示

を理解し、指

導者の指示通

りに動作がで

きている。 

（行動観察） 

ま 

と 

め 

〇 めあての

確 認 を す

る。 

○ おわりの

あいさつを

する。 

〇 めあての

確 認 を す

る。 

○ おわりの

あいさつを

する。 

〇 めあての

確 認 を す

る。 

○ おわりの

あいさつを

する。 

〇 めあての

確 認 を す

る。 

○ おわりの

あいさつを

する。 

〇 めあての

確 認 を す

る。 

○ おわりの

あいさつを

する。 

【学びに向かう

力・ 

人間性等】 

・めあてが達成

できたかを振

り返る。 

（行動観察） 

 

 

タブレット

端末 

タブレット

端末 
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（阿倍野小学校 ＩＣＴ公開授業） 
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「視聴覚教育総合全国大会」
「放送教育研究会全国大会」
大阪大会 授業公開予定


